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「
共

創
学

環
」

設
置

概
要

・
半
導
体
産
業
の
集
積
が
進
む
熊
本
市
郊
外
を
除
き
、
熊
本
県
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
人
口
戦
略
会
議
が
2
0
2
4
年
4

月
に
発
表
し
た
消
滅
可
能
性
自
治
体
が
県
内
市
町
村
の
4
0
%
を
占
め
て
い
る
。

→
産
業
・
文
化
の
衰
退
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
交
通
・
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
な
ど
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
半
導
体
産
業
の
集
積
が
進
む
熊
本
市
郊
外
で
は
、
2
0
2
4
年
1
月
時
点
の
熊
本
県
の
外
国
人
増
加
率
（
2
4
・
1
8
%
）
が
全
国
最
大
の

伸
び
を
記
録
す
る
な
ど
社
会
的
課
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

→
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の
力
は
、
国
際
的
に
も
求
め
ら
れ
、
地
域
の
視
点
に
留
ま
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
課
題
を

解
決
し
、
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
人
材
が
必
要
。

地
域

社
会

の
課

題

・
課
題
解
決
人
材
の
育
成
は
、
そ
の
学
部
の
専
門
性
に
応
じ
た
学
科
や
コ
ー
ス
単
位
で
の
教
育
に
留
ま
っ
て
い
る
。

・
文
学
部
、
法
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
で
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

学
部
内
の
教
育
に
留
ま
っ
て
い
る
。

→
産
学
官
金
連
携
や
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
人
材
育
成
等
に
取
り
組
む
熊
本
創
生
推
進
機
構
（
令
和
7
年
4
月
「
研
究
開
発

戦
略
本
部
」
に
発
展
統
合
）
や
上
記
４
学
部
の
知
見
・
教
育
資
源
を
横
断
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
学

部
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
た
教
育
を
発
展
的
に
転
換
し
、
新
た
な
文
理
融
合
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
か
ら
の
期
待
に
応
え
た
い
。

熊
本

大
学

の
現

状

社
会
の
課
題
を
解
決
し
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
球
規
模
の
視
野
と
地
域
の
視
点
で
考
え
行
動
し
、
共
生
共
創
す
る
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
課
題
発
見
・
設
定
・
解
決
型
人
材

並
び
に
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
人
材
養
成
を
目
的
と
し
た

新
た

な
教

育
組

織
（

学
部

）
と

し
て

『
共

創
学

環
』

(S
ch

o
o
l 

o
f 

S
o
ci

a
l 
In

n
o
v
a
ti

o
n

)を
設

置
す

る
。

【
組
織
名
称
】
共
創
学
環

【
設
置
形
態
】
学
部
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織

【
設
置
時
期
】
令
和
８
年
４
月

【
入
学
定
員
】
８
０
名

【
学

位
】
学
士
（
学
術
）

【
連
係
協
力
学
部
】
文
学
部

法
学
部

理
学
部

工
学
部

【
卒
業
要
件
単
位
数
】
1
2
4
単
位

（
教
養
教
育
3
0
単
位
、
専
門
教
育
9
4
単
位
)

【
入
学
者
選
抜
】
一
般
選
抜
（
前
期
日
程
）
4
0
名

総
合
型
選
抜

2
5
名

学
校
推
薦
型
選
抜

1
5
名

設
置

概
要

【
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
】

自
治
体
、
企
業
等
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
実
地
研
修
を
通
し
て
学

び
、
人
と
地
域
環
境
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
共
生
共
創
社
会
を
創
成

し
て
い
く
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
及
び
そ
の

課
題
解
決
能
力
を
身
に
付
け
る
。

【
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
】

海
外
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
異
な
る
価
値
観
の
人
々
や
多
様
な
文

化
・
専
門
分
野
の
人
々
と
連
携
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要

な
教
養
を
学
び
、
地
域
間
の
課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
解
決
す
る
能
力

を
身
に
付
け
る
。

設
置

コ
ー

ス

2
年
次
ま
で
共
通
し
て
学
び
、
3
年
次
に
コ
ー
ス
に
所
属

共
創

学
環

の
人

材
育

成

文
学
部

連
係
協
力
学
部

他

法
学
部

理
学
部

工
学
部

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

外
国

語
運

用
力

実
践
英
語
、

中
国
語
、

韓
国
語

心
理
学
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ

デ
ィ
ベ
ー
ト
、

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

経
済

公
共
政
策

自
然
科
学

生
命
科
学

多
文
化
共
生

総
合
人
間

歴
史

学
際

的
な

専
門

知
識

多
面

的
な

思
考

力
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
力

課
題

設
定

デ
ー
タ

収
集

デ
ー
タ

分
析

地
球

規
模

の
視

野
と

地
域

に
根

ざ
し

た
視

点
文

理
の

知
を

融
合

し
、

周
囲

を
巻

き
込

み
持

続
可

能
な

社
会

を
共

に
創

り
出

す
人

材

経
営

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

社
会

実
践

力

社
会
実
践

演
習
、

海
外
研
修

産
学
官
金

連
携

経
営
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

共
創

学
環

L
oc
a
l
S
oc
ie
ty
G
lo
b
a
l
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学 修 成 果

豊
か

な
教

養

・
文
化
や
社
会
、
自
然
や
生
命
に
関
す
る
高
い
関
心
と
一
般
的
理
解
を

持
っ
て
い
る
。

・
多
様
な
価
値
観
と
異
な
る
思
考
様
式
に
対
す
る
理
解
を
持
っ
て
い
る
。

・
主
体
的
な
学
修
態
度
と
判
断
力
を
備
え
て
い
る
。

確
か

な
専

門
性

・
豊
か
な
教
養
に
基
づ
き
、
幅
広
い
視
野
で
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を

捉
え
、
多
面
的
な
視
野
・
知
識
・
技
能
に
よ
り
、
企
業
や
自
治
体
等
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
力
を
備
え
て
い
る
。

・
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
社
会
が
抱
え
る
課
題
を

発
見
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
力
を
備
え
て
い
る
。

・
課
題
発
見
・
解
決
の
た
め
に
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、
論

理
的
に
結
論
を
導
き
出
す
力
を
備
え
て
い
る
。

・
社
会
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
、
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の

実
現
に
貢
献
で
き
る
力
を
備
え
て
い
る
。

・
自
身
の
能
力
と
発
想
を
組
み
合
わ
せ
、
事
業
性
と
社
会
性
を
実
現
す

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
て
社
会
実
装
す
る
力
を
備
え
て
い
る
。

創
造

的
な

知
性

・
課
題
発
見
・
解
決
の
た
め
に
必
要
な
調
査
・
研
究
及
び
実
践
に
個
人

や
チ
ー
ム
で
取
組
み
、
そ
の
成
果
を
論
理
的
に
発
表
・
討
議
す
る
能
力

を
持
っ
て
い
る
。

・
様
々
な
情
報
を
活
用
し
、
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
た
め

に
必
要
な
企
画
提
案
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

社
会

的
な

実
践

力

・
地
域
や
国
際
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
地
球
規
模
の
視
野
と
地
域

の
視
点
で
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
実
社
会

で
展
開
・
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
産
学
官
金
と
の
連
携
に
よ
る
社
会
的
実
践
教
育
を
通
じ
て
、
経
営
す

る
力
、
起
業
す
る
力
を
備
え
て
い
る
。

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
野

・
異
文
化
理
解
や
国
際
社
会
に
関
心
と
深
い
理
解
を
持
ち
、
広
い
視
野

か
ら
物
事
を
理
解
で
き
る
。

・
外
国
語
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
等
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

情
報

通
信

技
術

の
活

用
力

・
情
報
を
収
集
・
整
理
し
分
析
を
行
い
、
課
題
解
決
や
企
画
立
案
に
応

用
で
き
る
。

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
高
い
意
識
と
深
い
理
解
を
持
っ
て
い

る
。

汎
用

的
な

知
力

・
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
高
度
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
に

よ
り
、
多
様
な
立
場
の
人
た
ち
を
と
協
力
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
。

・
豊
か
な
表
現
力
と
明
解
な
論
理
・
構
成
力
を
用
い
て
、
説
得
力
の
あ

る
明
晰
な
文
章
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

自
治

体
や

企
業

等
の

課
題

に
つ

い
て

実
地

研
修

を
通

し
て

学
び

、
人

と
地

域
環

境
に

働
き

か
け

る
こ

と
で

共
生

共
創

社
会

を
創

成
し

て
い

く
た

め
の

環
境

を
整

備
す

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
及

び
そ

の
課

題
解

決
能

力
を

有
し

、
そ

れ
ら

を
駆

使
し

て
様

々
な

課
題

解
決

に
貢

献
し

、
社

会
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
の

育
成

地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
に
高
い
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
共
創
を
実

践
で
き
る
。

背
景
や
考
え
方
が
異
な
る
人
と
進
ん
で
協
力
し
、
共
に
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

課
題
の
検
討
や
課
題
の
将
来
的
な
解
決
に
必
要
と
な
る
、
様
々
な
文
理
融
合
的
な
知
識
や

技
能
を
主
体
的
に
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

海
外

で
の

活
動

等
を

通
じ

て
、

異
な

る
価

値
観

の
人

々
や

多
様

な
文

化
・

専
門

分
野

の
人

々
と

連
携

し
て

職
務

を
遂

行
す

る
た

め
に

必
要

な
教

養
を

学
び

、
地

域
間

の
課

題
を

グ
ロ

ー
バ

ル
に

解
決

す
る

能
力

を
有

し
、

そ
れ

ら
を

駆
使

し
て

様
々

な
課

題
解

決
に

貢
献

し
、

社
会

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

の
育

成

国
際
協
調
を
基
本
と
し
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

強
い
意
欲
と
高
度
な
語
学
力
を
持
っ
て
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
共
創
を
実
践
で
き
る
。

背
景
や
考
え
方
が
異
な
る
人
と
進
ん
で
協
力
し
、
共
に
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

課
題
の
検
討
や
課
題
の
将
来
的
な
解
決
に
必
要
と
な
る
、
様
々
な
文
理
融
合
的
な
知
識
や

技
能
を
主
体
的
に
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

共
創

学
環

：
３

つ
の

ポ
リ

シ
ー

の
関

係
性

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

「
実

践
的

な
課

題
解

決
×

文
理

融
合

」
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
構

築
し

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

中
心

に
学

際
的

な
思

考
力

や
実

践
的

な
課

題
解

決
能

力
を

身
に

付
け

、
社

会
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
人

材
を

養
成

す
る

た
め

に
必

要
な

教
育

課
程

を
編

成

体
系

性
（

教
養

教
育

科
目

・
コ

ー
ス

共
通

）

多
様
で
俯
瞰
的
な
視
野
・
視
点
で
物
事
を
理
解
し
考
え
る
素
養
や
力
を
養
う
と
と
も

に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、
情
報
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
編
成
。 体
系

性
（

専
門

教
育

科
目

・
コ

ー
ス

共
通

）

人
間
科
学
、
社
会
人
間
学
、
地
域
科
学
、
歴
史
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
多
文
化

共
生
、
経
営
、
経
済
、
公
共
政
策
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
自
然
科
学
、
生
命
科
学

の
幅
広
い
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
理
融
合
の
専
門
科
目
群
を
も
う
け
、
多
面
的
な

視
野
・
知
識
・
技
能
や
実
践
的
な
課
題
解
決
能
力
が
身
に
付
く
よ
う
に
編
成
。

体
系

性
（

専
門

教
育

科
目

・
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

演
習
科
目
を
通
じ
て
産
学
官
金
と
の
連
携
に
よ
る
社
会
実
践
教
育
を
行
い
、
経
営
す

る
力
・
起
業
す
る
力
が
身
に
付
く
よ
う
に
編
成
。

体
系

性
（

専
門

教
育

科
目

・
グ

ロ
ー

バ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ス

）

演
習
科
目
を
通
じ
て
海
外
研
修
を
実
施
し
グ
ロ
ー
バ
ル
の
視
点
で
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
新
し
い
社
会
の
価
値
や
仕
組
み
を
構
想
す
る
力
が
身
に
付
く
よ
う
に

編
成
。
さ
ら
に
、
共
創
専
門
科
目
に
語
学
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
授
業
科
目
を
置

き
、
実
践
的
な
外
国
語
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
等
）
運
用
能
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
編
成
。 段

階
性

（
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

基
礎
的
な
科
目
か
ら
学
年
進
行
に
沿
っ
て
応
用
的
・
発
展
的
な
科
目
（
特
に
経
営
・

経
済
・
公
共
政
策
系
の
授
業
科
目
）
を
学
修
す
る
よ
う
編
成
。

段
階

性
（

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

基
礎
的
な
科
目
か
ら
学
年
進
行
に
沿
っ
て
応
用
的
・
発
展
的
な
科
目
（
特
に
多
文
化

共
生
系
の
授
業
科
目
）
を
学
修
す
る
よ
う
編
成

個
別

化
（

進
路

へ
の

対
応

）
（

コ
ー

ス
共

通
）

共
創
基
盤
科
目
に
配
置
す
る
「
共
創
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
や
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

科
目
を
通
じ
て
、
将
来
の
進
路
に
即
し
た
専
門
性
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
編
成
し

て
い
ま
す
。

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

地
域

社
会

か
ら

国
際

社
会

に
至

る
様

々
な

課
題

解
決

に
貢

献
し

、
社

会
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
こ

と
が

で
き

る
次

の
よ

う
な

人
を

求
め

ま
す

。

1
.

地
域

社
会

か
ら

国
際

社
会

に
至

る
様

々
な

課
題

の
解

決
に

関
心

を
持

ち
、

新
し

い
価

値
創

出
に

挑
戦

し
よ

う
と

す
る

意
欲

が
高

い
人

2
.

課
題

解
決

に
必

要
と

な
る

知
識

や
技

能
を

主
体

的
に

探
究

し
、

身
に

付
け

よ
う

と
す

る
意

欲
が

高
い

人

3
.

背
景

や
考

え
方

が
異

な
る

人
と

進
ん

で
協

力
し

、
共

に
問

題
の

解
決

に
取

り
組

む
こ

と
へ

の
強

い
意

欲
を

持
っ

て
い

る
人

4
.

営
利

・
非

営
利

を
問

わ
ず

、
組

織
体

の
経

営
や

起
業

す
る

こ
と

に
深

い
関

心
を

持
っ

て
い

る
人

5
.

語
学

力
（

英
語

、
中

国
語

、
韓

国
語

等
）

を
高

め
、

外
国

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
身

に
付

け
よ

う
と

す
る

意
欲

が
高

い
人

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ス

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
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文学部 法学部 理学部 工学部

プレゼンテーション入門

共創キャリアデザイン

クリティカルシンキング入門

リーダーシップスキル

共創実践論Ⅰ

共創実践論Ⅱ

共創企業戦略論Ⅰ

共創企業戦略論Ⅱ

地域再生論

経済地理学

社会課題解決のためのデータサイエンス基礎 ○

共創プロジェクト演習Ⅰ

共創プロジェクト演習Ⅱ

共創プロジェクト演習Ⅲ

共創プロジェクト演習Ⅳ

地域共創プロジェクト演習

グローバル共創プロジェクト演習

地域共創プロジェクト研究

グローバル共創プロジェクト研究

共創専門科目

　　卒業要件単位数　56 ビジネス統計学 ○

社会課題解決のためのデータサイエンス応用 ○

グローバルコラボレーションとAIテクノロジー

デジタル・グリーン・トランスフォーメーション ○

企業から学ぶICT・DX活用論 ○

防災・減災学 ○

データマイニング

安全学 ○

生物資源学 ○

バイオテクノロジー ○

バイオ循環型グリーンテクノロジー ○

グリーンケミストリー ○

社会インフラメンテナンス学 ○

水環境管理論 ○

地域デザイン学 ○

アーバンプランニング ○

くまもと流域圏の自然と生物多様性 ○

山・川・海の自然と環境・災害問題 ○

地球システム学 ○

地球環境科学 ○

地球史 ○

生物多様性学Ⅰ ○

生物多様性学Ⅱ ○

グローバルヘルスとウェルビーイング

技術と共に探る地域健康デザイン

社会科学方法論

ポジティブ心理学

コミュニティー心理学

ディベート学Ⅰ

ディベート学Ⅱ

ダイアローグ実践Ⅰ

ダイアローグ実践Ⅱ

社会調査法

紛争解決・平和構築概論

紛争解決・平和構築実践論

コミュニケーションとジェンダー

文化進化論

連係協力学部の教員による授業科目一覧

連係協力学部

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
自
然
科
学
・
生
命
科
学
系

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

科目名

専門教
育科目

共創プロジェクト科目

卒業要件単位数　22

共創基盤科目

卒業要件単位数　16
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文学部 法学部 理学部 工学部

連係協力学部
科目名

クリティカル・インシデント

情報生態系とメディア　

総合実践英語Ⅰ

総合実践英語Ⅱ

総合実践中国語

総合実践韓国語

研究法入門

日英・英日翻訳演習

コミュニケーション論

心理学概論 ○

コミュニケーション特論

地域経済論

ローカルイノベーター育成論Ⅰ

ローカルイノベーター育成論Ⅱ

経営戦略論

マーケティング論

消費者行動論

コーポレートガバナンス論

与信会計論

アート思考演習

マーケティング・リサーチ

サービスマーケティング

環境経済論 ○

地域政策 ○

地方財政 ○

経済政策 ○

国際経済論 ○

行政学Ⅰ ○

行政学Ⅱ ○

社会保障法Ⅰ ○

社会保障法Ⅱ ○

地域社会学概論Ⅰ ○

地理学概論 ○

自然地理学Ⅰ ○

地理調査法概説 ○

自然地理学Ⅱ ○

経営・マーケティング特論

グローバル・チーム・ダイナミクス

多文化社会と日本

韓国現代文化論

日韓比較文化論

現代台湾研究

台湾の文化と社会

日本語日本文学入門 ○

中国語圏文化論 ○

英語圏文化論 ○

ドイツ語圏・フランス語圏文化論 ○

比較文学・国際文化学入門 ○

現代文化資源学入門 ○

倫理学概論 ○

社会学概論 ○

文化人類学概論 ○

日本史概説Ⅰ ○

考古学概説Ⅰ ○

アジア史概説Ⅰ ○

西洋史概説Ⅰ ○

文化史概説Ⅰ ○

20 9 7 15

経
営
・
経
済
・
公
共
政
策
系

多
文
化
共
生
系

シ
ョ
ン
系
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4
年

次

3
年

次

2
年

次

1
年

次

学
修

成
果

豊
か

な
教

養
確

か
な

専
門

性
創

造
的

な
知

性
社

会
的

な
実

践
力

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
野

情
報

通
信

技
術

の
活

用
力

汎
用

的
な

知
力

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
入

門
(1

)
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
Ⅱ

(2
)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅰ
(2

)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅲ
(2

)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅳ
(2

)

共
創

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

(2
)

共
創

実
践

論
Ⅰ

(1
)

共
創

実
践

論
Ⅱ

(1
)

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

(2
)

地
域

再
生

論
(2

)
経

済
地

理
学

(2
)

共
創

企
業

戦
略

論
Ⅰ

(1
)

共
創

企
業

戦
略

論
Ⅱ

(1
)

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
入

門
(2

)
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ス
キ

ル
(1

)

地
域

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

(6
)

地
域

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

(8
)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

科
目

共
創

基
盤

科
目

共
創

専
門

科
目

ビ
ジ

ネ
ス

統
計

学
(2

)
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
(2

)

安
全

学
(2

)

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

応
用

(2
)

経
営

・
経

済
・

公
共

政
策

系

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
自

然
科

学
・

生
命

科
学

系
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
科

目
（

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ス

）

1
6

単
位

選
択

必
修

2
0

単
位

以
上

選
択

必
修

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

(2
)

経
営

戦
略

論
(2

)
消

費
者

行
動

論
(2

)
地

域
経

済
論

(2
)

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

論
Ⅰ

(1
)

1
0

単
位

以
上

選
択

必
修

社
会

科
学

方
法

論
(2

)
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

心
理

学
(2

)

ダ
イ

ア
ロ

ー
グ

実
践

Ⅰ
(2

)

デ
ィ

ベ
ー

ト
学

Ⅰ
(2

)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
系

多
文

化
共

生
系

多
文

化
社

会
と

日
本

(2
)

日
韓

比
較

文
化

論
(2

)

グ
ロ

ー
バ

ル
・

チ
ー

ム
・

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

(2
)

台
湾

の
文

化
と

社
会

(2
)

教
養

教
育

科
目

外
国

語
科

目
英

語
A

-1
(1

)
英

語
A

-2
(1

)

英
語

B
-1

(1
)

英
語

B
-2

(1
)

英
語

C
-1

(1
)

英
語

C
-2

(1
)

英
語

e
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
A

-1
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
A

-2
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
B

-1
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
B

-2
(1

)

情
報

科
目

IC
T
リ

テ
ラ

シ
ー

(2
)

D
S

リ
テ

ラ
シ

ー
(2

)

自
由

選
択

外
国

語

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
科

目

現
代

教
養

科
目

M
u

lt
id

is
ci

p
li
n

a
ry

 S
tu

d
ie

s

キ
ャ

リ
ア

科
目

他

合
計

3
0

単
位

以
上

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー

自
治

体
や

企
業

等
の

課
題

に
つ

い
て

実
地

研
修

を
通

し
て

学
び

、
人

と
地

域
環

境
に

働
き

か
け

る
こ

と
で

共
生

共
創

社
会

を
創

成
し

て
い

く
た

め
の

環
境

を
整

備
す

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
及

び
そ

の
課

題
解

決
能

力
を

有
し

、
そ

れ
ら

を
駆

使
し

て
様

々
な

課
題

解
決

に
貢

献
し

、
社

会
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
の

育
成

地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
に
高
い
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
か
つ
主
体

的
に
共
創
を
実
践
で
き
る
。

背
景
や
考
え
方
が
異
な
る
人
と
進
ん
で
協
力
し
、
共
に
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
。

課
題
の
検
討
や
課
題
の
将
来
的
な
解
決
に
必
要
と
な
る
、
様
々
な
文

理
融
合
的
な
知
識
や
技
能
を
主
体
的
に
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
と

教
育

課
程

（
授

業
科

目
）

の
関

係
（

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
ス

）

(
)内
の
数
字
は
単
位
数
を
示
す

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

体
系

性
（

教
養

教
育

科
目

）
体

系
性

（
専

門
教

育
科

目
）

段
階

性
個

別
化

（
進

路
へ

の
対

応
）

多
様
で
俯
瞰
的
な
視
野
・
視
点
で
物
事
を
理
解
し
考

え
る
素
養
や
力
を
養
う
と
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、

情
報
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
編
成
。

人
間
科
学
、
社
会
人
間
学
、
地
域
科
学
、
歴
史
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
多
文
化
共
生
、
経
営
、
経
済
、

公
共
政
策
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
自
然
科
学
、
生
命

科
学
の
幅
広
い
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
理
融
合
の
専

門
科
目
群
を
も
う
け
、
多
面
的
な
視
野
・
知
識
・
技
能

や
実
践
的
な
課
題
解
決
能
力
が
身
に
付
く
よ
う
に
編
成
。

演
習
科
目
を
通
じ
て
産
学
官
金
と
の
連
携
に
よ
る
社

会
実
践
教
育
を
行
い
、
経
営
す
る
力
・
起
業
す
る
力

が
身
に
付
く
よ
う
に
編
成
。

基
礎
的
な
科
目
か
ら
学
年
進
行
に
沿
っ
て
応
用
的
・

発
展
的
な
科
目
（
特
に
経
営
・
経
済
・
公
共
政
策
系

の
授
業
科
目
）
を
学
修
す
る
よ
う
編
成
。

共
創
基
盤
科
目
に
配
置
す
る
「
共
創
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」
や
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
を
通
じ
て
、
将

来
の
進
路
に
即
し
た
専
門
性
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
編
成
し
て
い
ま
す
。

教
育

課
程

（
授

業
科

目
）

専
門

教
育

科
目

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

A
Iテ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
(2

)

デ
ジ

タ
ル

・
グ

リ
ー

ン
・

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

(2
)

企
業

か
ら

学
ぶ

IC
T
・

D
X

活
用

論
(2

)

防
災

・
減

災
学

(2
)

生
物

資
源

学
(1

)
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

(1
)

バ
イ

オ
循

環
型

グ
リ

ー
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

(2
)

グ
リ

ー
ン

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

(2
)

水
環

境
管

理
論

(2
)

社
会

イ
ン

フ
ラ

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

学
(2

)

地
域

デ
ザ

イ
ン

学
(2

)
ア

ー
バ

ン
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
(2

)

上
記

の
他

、
9

科
目

1
5

単
位

開
講

合
計

8
単

位
合

計
1

6
単

位

合
計

1
4

単
位

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
心

理
学

(2
)

デ
ィ

ベ
ー

ト
学

Ⅱ
(2

)
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅱ

(2
)

上
記

の
他

、
1

6
科

目
3

2
単

位
開

講

1
6

単
位

以
上

選
択

必
修

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

論
Ⅰ

(2
)

上
記

の
他

、
2

0
科

目
4

0
単

位
開

講

韓
国

現
代

文
化

論
(2

)
現

代
台

湾
研

究
(2

)

上
記

の
他

、
1

4
科

目
2

8
単

位
開

講

合
計

5
6

単
位

以
上

設置等の趣旨（本文）-24
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4
年

次

3
年

次

2
年

次

1
年

次

学
修

成
果

豊
か

な
教

養
確

か
な

専
門

性
創

造
的

な
知

性
社

会
的

な
実

践
力

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
野

情
報

通
信

技
術

の
活

用
力

汎
用

的
な

知
力

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
入

門
(1

)
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
Ⅱ

(2
)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅰ
(2

)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅲ
(2

)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅳ
(2

)

共
創

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

(2
)

共
創

実
践

論
Ⅰ

(1
)

共
創

実
践

論
Ⅱ

(1
)

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

(2
)

地
域

再
生

論
(2

)
経

済
地

理
学

(2
)

共
創

企
業

戦
略

論
Ⅰ

(1
)

共
創

企
業

戦
略

論
Ⅱ

(1
)

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
入

門
(2

)
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ス
キ

ル
(1

)

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
(6

)

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
(8

)

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

科
目

共
創

基
盤

科
目

共
創

専
門

科
目

ビ
ジ

ネ
ス

統
計

学
(2

)
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
(2

)

安
全

学
(2

)

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

応
用

(2
)

経
営

・
経

済
・

公
共

政
策

系

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
自

然
科

学
・

生
命

科
学

系
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
科

目
（

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

1
6

単
位

選
択

必
修

2
0

単
位

以
上

選
択

必
修

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

(2
)

経
営

戦
略

論
(2

)
消

費
者

行
動

論
(2

)
地

域
経

済
論

(2
)

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

論
Ⅰ

(1
)

社
会

科
学

方
法

論
(2

)
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

心
理

学
(2

)

ダ
イ

ア
ロ

ー
グ

実
践

Ⅰ
(2

)

デ
ィ

ベ
ー

ト
学

Ⅰ
(2

)

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
系

多
文

化
共

生
系

多
文

化
社

会
と

日
本

(2
)

日
韓

比
較

文
化

論
(2

)

グ
ロ

ー
バ

ル
・

チ
ー

ム
・

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

(2
)

台
湾

の
文

化
と

社
会

(2
)

教
養

教
育

科
目

外
国

語
科

目
英

語
A

-1
(1

)
英

語
A

-2
(1

)

英
語

B
-1

(1
)

英
語

B
-2

(1
)

英
語

C
-1

(1
)

英
語

C
-2

(1
)

英
語

e
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
A

-1
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
A

-2
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
B

-1
(1

)

独
・

仏
・

中
・

韓
B

-2
(1

)

情
報

科
目

IC
T
リ

テ
ラ

シ
ー

(2
)

D
S

リ
テ

ラ
シ

ー
(2

)

自
由

選
択

外
国

語

リ
ベ

ラ
ル

ア
ー

ツ
科

目

現
代

教
養

科
目

M
u

lt
id

is
ci

p
li
n

a
ry

 S
tu

d
ie

s

キ
ャ

リ
ア

科
目

他

合
計

3
0

単
位

以
上

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー

海
外

で
の

活
動

等
を

通
じ

て
、

異
な

る
価

値
観

の
人

々
や

多
様

な
文

化
・

専
門

分
野

の
人

々
と

連
携

し
て

職
務

を
遂

行
す

る
た

め
に

必
要

な
教

養
を

学
び

、
地

域
間

の
課

題
を

グ
ロ

ー
バ

ル
に

解
決

す
る

能
力

を
有

し
、

そ
れ

ら
を

駆
使

し
て

様
々

な
課

題
解

決
に

貢
献

し
、

社
会

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

の
育

成

国
際
協
調
を
基
本
と
し
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

強
い
意
欲
と
高
度
な
語
学
力
を
持
っ
て
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
共
創
を
実
践
で
き
る
。

背
景
や
考
え
方
が
異
な
る
人
と
進
ん
で
協
力
し
、
共
に
問
題
の
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。

課
題
の
検
討
や
課
題
の
将
来
的
な
解
決
に
必
要
と
な
る
、
様
々
な
文

理
融
合
的
な
知
識
や
技
能
を
主
体
的
に
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
と

教
育

課
程

（
授

業
科

目
）

の
関

係
（

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

(
)内
の
数
字
は
単
位
数
を
示
す

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

体
系

性
（

教
養

教
育

科
目

）
体

系
性

（
専

門
教

育
科

目
）

段
階

性
個

別
化

（
進

路
へ

の
対

応
）

多
様
で
俯
瞰
的
な
視
野
・
視
点
で
物
事
を
理
解
し
考

え
る
素
養
や
力
を
養
う
と
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、

情
報
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
編
成
。

人
間
科
学
、
社
会
人
間
学
、
地
域
科
学
、
歴
史
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
多
文
化
共
生
、
経
営
、
経
済
、

公
共
政
策
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
自
然
科
学
、
生
命

科
学
の
幅
広
い
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
理
融
合
の
専

門
科
目
群
を
も
う
け
、
多
面
的
な
視
野
・
知
識
・
技
能

や
実
践
的
な
課
題
解
決
能
力
が
身
に
付
く
よ
う
に
編
成
。

演
習
科
目
を
通
じ
て
海
外
研
修
を
実
施
し
グ
ロ
ー
バ

ル
の
視
点
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
新
し

い
社
会
の
価
値
や
仕
組
み
を
構
想
す
る
力
が
身
に
付

く
よ
う
に
編
成
。
さ
ら
に
、
共
創
専
門
科
目
に
語
学

力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
授
業
科
目
を
置
き
、
実
践

的
な
外
国
語
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
等
）
運
用

能
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
編
成
。

基
礎
的
な
科
目
か
ら
学
年
進
行
に
沿
っ
て
応
用
的
・

発
展
的
な
科
目
（
特
に
多
文
化
共
生
系
の
授
業
科

目
）
を
学
修
す
る
よ
う
編
成

共
創
基
盤
科
目
に
配
置
す
る
「
共
創
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」
や
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
を
通
じ
て
、
将

来
の
進
路
に
即
し
た
専
門
性
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
編
成
し
て
い
ま
す
。

教
育

課
程

（
授

業
科

目
）

専
門

教
育

科
目

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

A
Iテ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
(2

)

デ
ジ

タ
ル

・
グ

リ
ー

ン
・

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

(2
)

企
業

か
ら

学
ぶ

IC
T
・

D
X

活
用

論
(2

)

防
災

・
減

災
学

(2
)

生
物

資
源

学
(1

)
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

(1
)

バ
イ

オ
循

環
型

グ
リ

ー
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

(2
)

グ
リ

ー
ン

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

(2
)

水
環

境
管

理
論

(2
)

社
会

イ
ン

フ
ラ

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

学
(2

)

地
域

デ
ザ

イ
ン

学
(2

)
ア

ー
バ

ン
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
(2

)

上
記

の
他

、
9

科
目

1
5

単
位

開
講

合
計

8
単

位
合

計
1

6
単

位

合
計

1
4

単
位

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
心

理
学

(2
)

デ
ィ

ベ
ー

ト
学

Ⅱ
(2

)
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅱ

(2
)

上
記

の
他

、
1

6
科

目
3

2
単

位
開

講

1
6

単
位

以
上

選
択

必
修

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

論
Ⅰ

(2
)

上
記

の
他

、
2

0
科

目
4

0
単

位
開

講

韓
国

現
代

文
化

論
(2

)
現

代
台

湾
研

究
(2

)

上
記

の
他

、
1

4
科

目
2

8
単

位
開

講

合
計

5
6

単
位

以
上

1
0

単
位

以
上

選
択

必
修

設置等の趣旨（本文）-25



って何・・・？
学生生活における自らの学修や行動について振り返り、様々な根拠資料で裏付けられた

成長を記録することができるシステムです。自身の強みや弱みを確認するとともに、就職活動時

のエントリーシートや大学院進学時の志望理由書の作成など、次のステップに進むための根拠と

自信につなげるために是非活用してみましょう。 自分の強みを引き出そう！
自分の弱みを克服しよう！

熊本大学 教育支援課 学務企画担当 TEL:096-342-2713

Mail: gak-kikaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp

下記ＵＲＬまたはＱＲコードから
アクセスすることができます。
（学外からでも一部機能を除きアクセスが可能です。）

アクセス方法

【URL】 https://aso.kumamoto-u.ac.jp/

ASOでできること

システム学修成果可視化システム

７つの学修成果毎に取得した単位数や
GPA*、TOEIC-IPのスコアをレーダーチャー

トやグラフで確認することができます。

＊GPA…「Grade Point Average」の略で、学業成績
優秀者の表彰、奨学金支給及び授業料免除の審査、
進級時のコース分けの選定、高得点者におけるCAP
制の解除、早期卒業の判定大学院入試の選考等に活
用されています。

履修した授業科目、単位、
成績、シラバスの確認

Moodleに提出した、課題や小テスト等

の確認をすることができます。履修した
科目でどのような学習行ったかを、振り

返ることができます。

Moodleへの
提出物データの確認

取得単位数、GPA*、
TOEIC-IPスコアの確認

これまでのあなたの学修成績が、年度・7つ
の学修成果毎に分類され、成績によってマ
ス目状のアイコンに色分けされて表示され
ます。次の学期や年度に向けて、自身の強
みをより引き出し、弱みを克服するためには、
どのような科目を履修し、学修に取り組ん
でいくべきか、目標を立てることができます。

外部試験TOEIC
換算グラフ

外部試験の結果を基に
英語力推移を確認

学修成果入力で入力した

英語外部試験の結果は
TOEICの点数に換算さ

れ、折れ線グラフで推移

を確認できます。

学修成果入力では、論文や学会発表、クラ

ブ・サークル活動やボランティア活動、表彰や
検定・資格等を入力することができます。 大

学の授業以外で行った活動を積極的に記録

し、蓄積しましょう。

その他学修成果（論文・
課外活動等）の追加登録

設置等の趣旨（本文）-26
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アクセス方法

ASOを活用してみよう！！
その他学修成果（論文・課外活動等）の追加登録

「学修成果入力」画面では、論文や学会発表、英語外部試験のスコアに加え、サークルやボラン

ティアの活動内容、海外での学習経験など、様々な学修成果を入力できます。特に、英語外部試験
のスコアについては、TOEICのスコアに換算され、学部等で一斉実施した英語外部試験を含めて

自身の英語力の推移がグラフで確認できます。該当する成果があれば積極的に登録しましょう！！

年度毎の英語力の推
移が確認できます！

学修の記録（学修成果）

「印刷用トップページ表示」または「印刷用詳細データ表示」から、「学修の記録（学修成果）」を

出力できます。半期毎にあなたの学修成果が蓄積されていき、卒業（修了）時にはディプロマ・サ

プリメント（学位証書補足資料）として活用いただけます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ディプロマ・サプリメント
（学位証書補足資料）と

して、就職活動などに活

用が可能です！！

７つの学修成果と科
目の関係を確認でき
る「印刷用詳細データ

表示」とグラフやレー
ダーチャート、アイコン

などで視覚的に確認
できる「印刷用トップ
ページ表示」の２つの

機能を用意↑入力したその他学修成果が表示されます。

設置等の趣旨（本文）-27
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科
目

コ
ー

ス
共

通
8

地
域

イ
ノ

ベ
コ

ー
ス

1
4

履
修

モ
デ

ル
①

地
域

の
多

様
な

組
織

・
人

々
と

合
意

形
成

を
図

り
な

が
ら

、
地

域
課

題
を

ビ
ジ

ネ
ス

手
法

か
ら

解
決

に
導

く
こ

と
が

で
き

る
人

材
（

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
人

材
）

養
成

す
る

人
材

モ
デ

ル

履
修
す
る

科
目
を

黄
色
で
示
す
。

想
定
さ
れ
る
進
路
：
製
造
・
流
通
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企
業
、
N
P
O
、
社
会
起
業
家
等

設置等の趣旨（本文）-28
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履
修

モ
デ

ル
②

地
域

企
業

の
起

業
・

創
業

・
事

業
承

継
を

伴
走

支
援

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

活
性

化
を

リ
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

人
材

（
ロ

ー
カ

ル
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

人
材

）
養

成
す

る
人

材
モ

デ
ル

想
定
さ
れ
る
進
路
：
地
方
・
国
家
公
務
員
、
金
融
機
関
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
N
P
O
、
社
会
起
業
家
等

科
目

名
称

開
講

形
態

履
修

区
分

単
位

数
科

目
名

称
開

講
形

態
履

修
区

分
単

位
数

科
目

名
称

開
講

形
態

履
修

区
分

単
位

数
科

目
名

称
開

講
形

態
履

修
区

分
単

位
数

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
入

門
新

規
必

修
1

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
入

門
新

規
必

修
2

共
創

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

新
規

必
修

2
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ス
キ

ル
新

規
必

修
1

共
創

実
践

論
Ⅰ

新
規

必
修

1
共

創
企

業
戦

略
論

Ⅰ
新

規
必

修
1

共
創

実
践

論
Ⅱ

新
規

必
修

1
共

創
企

業
戦

略
論

Ⅱ
新

規
必

修
1

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

新
規

必
修

2
地

域
再

生
論

新
規

必
修

2
経

済
地

理
学

新
規

必
修

2
7

9
0

0
1
6

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅰ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅲ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅱ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅳ
新

規
必

修
2

地
域

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

新
規

必
修

6
地

域
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
新

規
必

修
8

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
新

規
必

修
6

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
新

規
必

修
8

4
4

6
8

2
2

ビ
ジ

ネ
ス

統
計

学
新

規
選

択
必

修
2

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

A
Iテ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
新

規
選

択
必

修
2

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

応
用

新
規

選
択

必
修

2
デ

ジ
タ

ル
・
グ

リ
ー

ン
・
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
新

規
選

択
必

修
2

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

新
規

選
択

必
修

2
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

新
規

選
択

必
修

1
安

全
学

新
規

選
択

必
修

2
生

物
資

源
学

新
規

選
択

必
修

1
地

域
デ

ザ
イ

ン
学

新
規

選
択

必
修

2
社

会
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
学

新
規

選
択

必
修

2
防

災
・
減

災
学

新
規

選
択

必
修

2
水

環
境

管
理

論
新

規
選

択
必

修
2

バ
イ

オ
循

環
型

グ
リ

ー
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

新
規

選
択

必
修

2
ア

ー
バ

ン
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
新

規
選

択
必

修
2

グ
リ

ー
ン

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

新
規

選
択

必
修

2
企

業
か

ら
学

ぶ
IC

T
・
D

X
活

用
論

新
規

選
択

必
修

2
く

ま
も

と
流

域
圏

の
自

然
と

生
物

多
様

性
新

規
選

択
2

地
球

シ
ス

テ
ム

学
理

学
部

選
択

2
山

・
川

・
海

の
自

然
と

環
境

・
災

害
問

題
新

規
選

択
2

地
球

環
境

科
学

理
学

部
選

択
2

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

と
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
新

規
選

択
2

地
球

史
理

学
部

選
択

2
技

術
と

共
に

探
る

地
域

健
康

デ
ザ

イ
ン

新
規

選
択

1
生

物
多

様
性

学
Ⅰ

理
学

部
選

択
1

生
物

多
様

性
学

Ⅱ
理

学
部

選
択

1

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
新

規
選

択
2

社
会

科
学

方
法

論
新

規
選

択
2

情
報

生
態

系
と

メ
デ

ィ
ア

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

新
規

選
択

2
総

合
実

践
英

語
Ⅰ

新
規

選
択

2
文

化
進

化
論

新
規

選
択

2
総

合
実

践
英

語
Ⅱ

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

心
理

学
新

規
選

択
2

総
合

実
践

中
国

語
新

規
選

択
2

研
究

法
入

門
 

新
規

選
択

2
総

合
実

践
韓

国
語

新
規

選
択

2
デ

ィ
ベ

ー
ト

Ⅱ
新

規
選

択
2

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
心

理
学

新
規

選
択

2
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅱ

新
規

選
択

2
デ

ィ
ベ

ー
ト

Ⅰ
新

規
選

択
2

紛
争

解
決

・
平

和
構

築
実

践
論

新
規

選
択

2
社

会
調

査
法

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

特
論

新
規

選
択

2
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅰ

新
規

選
択

2
紛

争
解

決
・
平

和
構

築
概

論
新

規
選

択
2

日
英

・
英

日
翻

訳
演

習
新

規
選

択
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

新
規

選
択

2
心

理
学

概
論

文
学

部
選

択
2

地
域

経
済

論
新

規
選

択
2

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

ガ
バ

ナ
ン

ス
論

新
規

選
択

2
ロ

ー
カ

ル
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
論

Ⅰ
新

規
選

択
1

与
信

会
計

論
新

規
選

択
2

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

論
Ⅱ

新
規

選
択

2
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
リ

サ
ー

チ
新

規
選

択
2

経
営

戦
略

論
新

規
選

択
2

サ
ー

ビ
ス

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
新

規
選

択
2

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

新
規

選
択

2
経

営
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

特
論

新
規

選
択

2
消

費
者

行
動

論
新

規
選

択
2

環
境

経
済

論
法

学
部

選
択

2
ア

ー
ト

思
考

演
習

新
規

選
択

2
地

域
政

策
法

学
部

選
択

2
地

域
社

会
学

概
論

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
地

方
財

政
法

学
部

選
択

2
地

理
学

概
論

文
学

部
選

択
2

経
済

政
策

法
学

部
選

択
2

国
際

経
済

論
法

学
部

選
択

2
行

政
学

Ⅰ
法

学
部

選
択

2
行

政
学

Ⅱ
法

学
部

選
択

2
社

会
保

障
法

Ⅰ
法

学
部

選
択

2
社

会
保

障
法

Ⅱ
法

学
部

選
択

2
自

然
地

理
学

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
地

理
調

査
法

概
説

文
学

部
選

択
2

自
然

地
理

学
Ⅱ

文
学

部
選

択
2

グ
ロ

ー
バ

ル
・
チ

ー
ム

・
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
新

規
選

択
2

多
文

化
社

会
と

日
本

 
新

規
選

択
2

韓
国

現
代

文
化

論
新

規
選

択
2

日
韓

比
較

文
化

論
新

規
選

択
2

現
代

台
湾

研
究

新
規

選
択

2
台

湾
の

文
化

と
社

会
新

規
選

択
2

倫
理

学
概

論
文

学
部

選
択

2
日

本
語

日
本

文
学

入
門

文
学

部
選

択
2

社
会

学
概

論
文

学
部

選
択

2
中

国
語

圏
文

化
論

文
学

部
選

択
2

文
化

人
類

学
概

論
文

学
部

選
択

2
英

語
圏

文
化

論
文

学
部

選
択

2
ド

イ
ツ

語
圏

・
フ

ラ
ン

ス
語

圏
文

化
論

文
学

部
選

択
2

比
較

文
学

・
国

際
文

化
学

入
門

文
学

部
選

択
2

現
代

文
化

資
源

学
入

門
文

学
部

選
択

2
日

本
史

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
考

古
学

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
ア

ジ
ア

史
概

説
Ⅰ

文
学

部
選

択
2

西
洋

史
概

説
文

学
部

選
択

2
文

化
史

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2

0
3

2
2

8
0

6
0

1
1

4
5

3
4

8
9

8
英

語
A

-1
教

養
必

修
1

英
語

C
-1

教
養

必
修

1
英

語
A

-2
教

養
必

修
1

英
語

C
-2

教
養

必
修

1
英

語
B

-1
教

養
必

修
1

英
語

B
-2

教
養

必
修

1
英

語
e

教
養

必
修

1
ド

イ
ツ

語
A

-1
教

養
必

修
1

ド
イ

ツ
語

A
-2

教
養

必
修

1
ド

イ
ツ

語
B

-1
教

養
必

修
1

ド
イ

ツ
語

B
-2

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

A
-1

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

A
-2

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

B
-1

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

B
-2

教
養

必
修

1
中

国
語

A
-1

教
養

必
修

1
中

国
語

A
-2

教
養

必
修

1
中

国
語

B
-1

教
養

必
修

1
中

国
語

B
-2

教
養

必
修

1
コ

リ
ア

語
A

-1
教

養
必

修
1

コ
リ

ア
語

A
-2

教
養

必
修

1
コ

リ
ア

語
B

-1
教

養
必

修
1

コ
リ

ア
語

B
-2

教
養

必
修

1
IC

T
リ

テ
ラ

シ
ー

教
養

必
修

2
D

S
リ

テ
ラ

シ
ー

教
養

必
修

2
自

由
選

択
外

国
語

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

科
目

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
現

代
教

養
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
M

u
lt

id
is

c
ip

li
n

a
ry

 S
tu

d
ie

s
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
キ

ャ
リ

ア
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
開

放
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
体

育
・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
科

目
（
教

養
）

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
2

8
2

0
0

3
0

3
9

4
7

3
4

8
1
2

8

教
養

教
育

科
目

合
計

1
年

次
合

計
2

年
次

合
計

3
年

次
合

計
4

年
次

合
計

総
計

1
年

次
総

計
2

年
次

総
計

3
年

次
総

計
4

年
次

総
計

コ
ー

ス
共

通

1
5

1
5

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

教 養 教 育 科 目

外
国

語
科

目
（
既

修
）

コ
ー

ス
共

通
7

外
国

語
科

目
（
初

修
）

コ
ー

ス
共

通
1
6

情
報

科
目

コ
ー

ス
共

通
4

計
1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

専
門

教
育

科
目

合
計

1
年

次
合

計
2

年
次

合
計

3
年

次
合

計
4

年
次

合
計

共
創

専
門

科
目

コ
ー

ス
共

通

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
自

然
科

学
・
生

命
科

学
系

4
5

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
系

4
6

経
営

・
経

済
・
公

共
政

策
系

5
1

多
文

化
共

生
系

4
08

地
域

イ
ノ

ベ
コ

ー
ス

1
4

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

コ
ー

ス

計
1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

科
目

コ
ー

ス
共

通

1
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

単
位

数

専 門 教 育 科 目

共
創

基
盤

科
目

コ
ー

ス
共

通
1
6

計

履
修
す
る

科
目
を

黄
色
で
示
す
。
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科
目

名
称

開
講

形
態

履
修

区
分

単
位

数
科

目
名

称
開

講
形

態
履

修
区

分
単

位
数

科
目

名
称

開
講

形
態

履
修

区
分

単
位

数
科

目
名

称
開

講
形

態
履

修
区

分
単

位
数

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
入

門
新

規
必

修
1

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
入

門
新

規
必

修
2

共
創

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

新
規

必
修

2
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ス
キ

ル
新

規
必

修
1

共
創

実
践

論
Ⅰ

新
規

必
修

1
共

創
企

業
戦

略
論

Ⅰ
新

規
必

修
1

共
創

実
践

論
Ⅱ

新
規

必
修

1
共

創
企

業
戦

略
論

Ⅱ
新

規
必

修
1

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

新
規

必
修

2
地

域
再

生
論

新
規

必
修

2
経

済
地

理
学

新
規

必
修

2
7

9
0

0
1
6

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅰ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅲ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅱ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅳ
新

規
必

修
2

地
域

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

新
規

必
修

6
地

域
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
新

規
必

修
8

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
新

規
必

修
6

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
新

規
必

修
8

4
4

6
8

2
2

ビ
ジ

ネ
ス

統
計

学
新

規
選

択
必

修
2

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

A
Iテ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
新

規
選

択
必

修
2

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

応
用

新
規

選
択

必
修

2
デ

ジ
タ

ル
・
グ

リ
ー

ン
・
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
新

規
選

択
必

修
2

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

新
規

選
択

必
修

2
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

新
規

選
択

必
修

1
安

全
学

新
規

選
択

必
修

2
生

物
資

源
学

新
規

選
択

必
修

1
地

域
デ

ザ
イ

ン
学

新
規

選
択

必
修

2
社

会
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
学

新
規

選
択

必
修

2
防

災
・
減

災
学

新
規

選
択

必
修

2
水

環
境

管
理

論
新

規
選

択
必

修
2

バ
イ

オ
循

環
型

グ
リ

ー
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

新
規

選
択

必
修

2
ア

ー
バ

ン
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
新

規
選

択
必

修
2

グ
リ

ー
ン

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

新
規

選
択

必
修

2
企

業
か

ら
学

ぶ
IC

T
・
D

X
活

用
論

新
規

選
択

必
修

2
く

ま
も

と
流

域
圏

の
自

然
と

生
物

多
様

性
新

規
選

択
2

地
球

シ
ス

テ
ム

学
理

学
部

選
択

2
山

・
川

・
海

の
自

然
と

環
境

・
災

害
問

題
新

規
選

択
2

地
球

環
境

科
学

理
学

部
選

択
2

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

と
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
新

規
選

択
2

地
球

史
理

学
部

選
択

2
技

術
と

共
に

探
る

地
域

健
康

デ
ザ

イ
ン

新
規

選
択

1
生

物
多

様
性

学
Ⅰ

理
学

部
選

択
1

生
物

多
様

性
学

Ⅱ
理

学
部

選
択

1

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
新

規
選

択
2

社
会

科
学

方
法

論
新

規
選

択
2

情
報

生
態

系
と

メ
デ

ィ
ア

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

新
規

選
択

2
総

合
実

践
英

語
Ⅰ

新
規

選
択

2
文

化
進

化
論

新
規

選
択

2
総

合
実

践
英

語
Ⅱ

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

心
理

学
新

規
選

択
2

総
合

実
践

中
国

語
新

規
選

択
2

研
究

法
入

門
 

新
規

選
択

2
総

合
実

践
韓

国
語

新
規

選
択

2
デ

ィ
ベ

ー
ト

Ⅱ
新

規
選

択
2

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
心

理
学

新
規

選
択

2
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅱ

新
規

選
択

2
デ

ィ
ベ

ー
ト

Ⅰ
新

規
選

択
2

紛
争

解
決

・
平

和
構

築
実

践
論

新
規

選
択

2
社

会
調

査
法

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

特
論

新
規

選
択

2
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅰ

新
規

選
択

2
紛

争
解

決
・
平

和
構

築
概

論
新

規
選

択
2

日
英

・
英

日
翻

訳
演

習
新

規
選

択
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

新
規

選
択

2
心

理
学

概
論

文
学

部
選

択
2

地
域

経
済

論
新

規
選

択
2

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

ガ
バ

ナ
ン

ス
論

新
規

選
択

2
ロ

ー
カ

ル
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
論

Ⅰ
新

規
選

択
1

与
信

会
計

論
新

規
選

択
2

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

論
Ⅱ

新
規

選
択

2
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
リ

サ
ー

チ
新

規
選

択
2

経
営

戦
略

論
新

規
選

択
2

サ
ー

ビ
ス

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
新

規
選

択
2

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

新
規

選
択

2
経

営
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

特
論

新
規

選
択

2
消

費
者

行
動

論
新

規
選

択
2

環
境

経
済

論
法

学
部

選
択

2
ア

ー
ト

思
考

演
習

新
規

選
択

2
地

域
政

策
法

学
部

選
択

2
地

域
社

会
学

概
論

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
地

方
財

政
法

学
部

選
択

2
地

理
学

概
論

文
学

部
選

択
2

経
済

政
策

法
学

部
選

択
2

国
際

経
済

論
法

学
部

選
択

2
行

政
学

Ⅰ
法

学
部

選
択

2
行

政
学

Ⅱ
法

学
部

選
択

2
社

会
保

障
法

Ⅰ
法

学
部

選
択

2
社

会
保

障
法

Ⅱ
法

学
部

選
択

2
自

然
地

理
学

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
地

理
調

査
法

概
説

文
学

部
選

択
2

自
然

地
理

学
Ⅱ

文
学

部
選

択
2

グ
ロ

ー
バ

ル
・
チ

ー
ム

・
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
新

規
選

択
2

多
文

化
社

会
と

日
本

 
新

規
選

択
2

韓
国

現
代

文
化

論
新

規
選

択
2

日
韓

比
較

文
化

論
新

規
選

択
2

現
代

台
湾

研
究

新
規

選
択

2
台

湾
の

文
化

と
社

会
新

規
選

択
2

倫
理

学
概

論
文

学
部

選
択

2
日

本
語

日
本

文
学

入
門

文
学

部
選

択
2

社
会

学
概

論
文

学
部

選
択

2
中

国
語

圏
文

化
論

文
学

部
選

択
2

文
化

人
類

学
概

論
文

学
部

選
択

2
英

語
圏

文
化

論
文

学
部

選
択

2
ド

イ
ツ

語
圏

・
フ

ラ
ン

ス
語

圏
文

化
論

文
学

部
選

択
2

比
較

文
学

・
国

際
文

化
学

入
門

文
学

部
選

択
2

現
代

文
化

資
源

学
入

門
文

学
部

選
択

2
日

本
史

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
考

古
学

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
ア

ジ
ア

史
概

説
Ⅰ

文
学

部
選

択
2

西
洋

史
概

説
文

学
部

選
択

2
文

化
史

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2

0
3

0
2

6
0

5
6

1
1

4
3

3
2

8
9

4
英

語
A

-1
教

養
必

修
1

英
語

C
-1

教
養

必
修

1
英

語
A

-2
教

養
必

修
1

英
語

C
-2

教
養

必
修

1
英

語
B

-1
教

養
必

修
1

英
語

B
-2

教
養

必
修

1
英

語
e

教
養

必
修

1
ド

イ
ツ

語
A

-1
教

養
必

修
1

ド
イ

ツ
語

A
-2

教
養

必
修

1
ド

イ
ツ

語
B

-1
教

養
必

修
1

ド
イ

ツ
語

B
-2

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

A
-1

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

A
-2

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

B
-1

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

B
-2

教
養

必
修

1
中

国
語

A
-1

教
養

必
修

1
中

国
語

A
-2

教
養

必
修

1
中

国
語

B
-1

教
養

必
修

1
中

国
語

B
-2

教
養

必
修

1
コ

リ
ア

語
A

-1
教

養
必

修
1

コ
リ

ア
語

A
-2

教
養

必
修

1
コ

リ
ア

語
B

-1
教

養
必

修
1

コ
リ

ア
語

B
-2

教
養

必
修

1
IC

T
リ

テ
ラ

シ
ー

教
養

必
修

2
D

S
リ

テ
ラ

シ
ー

教
養

必
修

2
自

由
選

択
外

国
語

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

科
目

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
現

代
教

養
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
M

u
lt

id
is

c
ip

li
n

a
ry

 S
tu

d
ie

s
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
キ

ャ
リ

ア
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
開

放
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
体

育
・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
科

目
（
教

養
）

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
2

8
2

0
0

3
0

3
9

4
5

3
2

8
1
2

4

教
養

教
育

科
目

合
計

1
年

次
合

計
2

年
次

合
計

3
年

次
合

計
4

年
次

合
計

総
計

1
年

次
総

計
2

年
次

総
計

3
年

次
総

計
4

年
次

総
計

コ
ー

ス
共

通

1
5

1
5

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

教 養 教 育 科 目

外
国

語
科

目
（
既

修
）

コ
ー

ス
共

通
7

外
国

語
科

目
（
初

修
）

コ
ー

ス
共

通
1
6

情
報

科
目

コ
ー

ス
共

通
4

計
1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

専
門

教
育

科
目

合
計

1
年

次
合

計
2

年
次

合
計

3
年

次
合

計
4

年
次

合
計

共
創

専
門

科
目

コ
ー

ス
共

通

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
自

然
科

学
・
生

命
科

学
系

4
5

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
系

4
6

経
営

・
経

済
・
公

共
政

策
系

5
1

多
文

化
共

生
系

4
08

地
域

イ
ノ

ベ
コ

ー
ス

1
4

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

コ
ー

ス

計
1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

科
目

コ
ー

ス
共

通

1
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

単
位

数

専 門 教 育 科 目

共
創

基
盤

科
目

コ
ー

ス
共

通
1
6

計

履
修

モ
デ

ル
③

多
文

化
共

生
社

会
の

下
、

国
際

ビ
ジ

ネ
ス

の
現

場
や

国
際

機
関

に
お

け
る

活
動

等
に

お
い

て
、

経
済

と
社

会
の

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
人

材
（

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

）
養

成
す

る
人

材
モ

デ
ル

想
定
さ
れ
る
進
路
：
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
、
国
際
展
開
す
る
社
会
的
企
業
、
国
際
協
力
機
関
、
N
G
O
、
社
会
起
業
家
等

履
修
す
る

科
目
を

黄
色
で
示
す
。
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履
修

モ
デ

ル
④

地
域

が
抱

え
る

グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

を
解

決
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
か

ら
地

域
の

活
性

化
を

リ
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

人
材

（
グ

ロ
ー

カ
ル

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
人

材
）

養
成

す
る

人
材

モ
デ

ル
想
定
さ
れ
る
進
路
：
地
方
・
国
家
公
務
員
、
金
融
機
関
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
N
P
O
、
社
会
起
業
家
等

科
目

名
称

開
講

形
態

履
修

区
分

単
位

数
科

目
名

称
開

講
形

態
履

修
区

分
単

位
数

科
目

名
称

開
講

形
態

履
修

区
分

単
位

数
科

目
名

称
開

講
形

態
履

修
区

分
単

位
数

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
入

門
新

規
必

修
1

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
入

門
新

規
必

修
2

共
創

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

新
規

必
修

2
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ス
キ

ル
新

規
必

修
1

共
創

実
践

論
Ⅰ

新
規

必
修

1
共

創
企

業
戦

略
論

Ⅰ
新

規
必

修
1

共
創

実
践

論
Ⅱ

新
規

必
修

1
共

創
企

業
戦

略
論

Ⅱ
新

規
必

修
1

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

新
規

必
修

2
地

域
再

生
論

新
規

必
修

2
経

済
地

理
学

新
規

必
修

2
7

9
0

0
1
6

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅰ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅲ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅱ
新

規
必

修
2

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

Ⅳ
新

規
必

修
2

地
域

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

新
規

必
修

6
地

域
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
新

規
必

修
8

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
新

規
必

修
6

グ
ロ

ー
バ

ル
共

創
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
新

規
必

修
8

4
4

6
8

2
2

ビ
ジ

ネ
ス

統
計

学
新

規
選

択
必

修
2

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

A
Iテ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
新

規
選

択
必

修
2

社
会

課
題

解
決

の
た

め
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

応
用

新
規

選
択

必
修

2
デ

ジ
タ

ル
・
グ

リ
ー

ン
・
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
新

規
選

択
必

修
2

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

新
規

選
択

必
修

2
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

新
規

選
択

必
修

1
安

全
学

新
規

選
択

必
修

2
生

物
資

源
学

新
規

選
択

必
修

1
地

域
デ

ザ
イ

ン
学

新
規

選
択

必
修

2
社

会
イ

ン
フ

ラ
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
学

新
規

選
択

必
修

2
防

災
・
減

災
学

新
規

選
択

必
修

2
水

環
境

管
理

論
新

規
選

択
必

修
2

バ
イ

オ
循

環
型

グ
リ

ー
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

新
規

選
択

必
修

2
ア

ー
バ

ン
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
新

規
選

択
必

修
2

グ
リ

ー
ン

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

新
規

選
択

必
修

2
企

業
か

ら
学

ぶ
IC

T
・
D

X
活

用
論

新
規

選
択

必
修

2
く

ま
も

と
流

域
圏

の
自

然
と

生
物

多
様

性
新

規
選

択
2

地
球

シ
ス

テ
ム

学
理

学
部

選
択

2
山

・
川

・
海

の
自

然
と

環
境

・
災

害
問

題
新

規
選

択
2

地
球

環
境

科
学

理
学

部
選

択
2

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

と
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
新

規
選

択
2

地
球

史
理

学
部

選
択

2
技

術
と

共
に

探
る

地
域

健
康

デ
ザ

イ
ン

新
規

選
択

1
生

物
多

様
性

学
Ⅰ

理
学

部
選

択
1

生
物

多
様

性
学

Ⅱ
理

学
部

選
択

1

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
新

規
選

択
2

社
会

科
学

方
法

論
新

規
選

択
2

情
報

生
態

系
と

メ
デ

ィ
ア

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

新
規

選
択

2
総

合
実

践
英

語
Ⅰ

新
規

選
択

2
文

化
進

化
論

新
規

選
択

2
総

合
実

践
英

語
Ⅱ

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

心
理

学
新

規
選

択
2

総
合

実
践

中
国

語
新

規
選

択
2

研
究

法
入

門
 

新
規

選
択

2
総

合
実

践
韓

国
語

新
規

選
択

2
デ

ィ
ベ

ー
ト

Ⅱ
新

規
選

択
2

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
心

理
学

新
規

選
択

2
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅱ

新
規

選
択

2
デ

ィ
ベ

ー
ト

Ⅰ
新

規
選

択
2

紛
争

解
決

・
平

和
構

築
実

践
論

新
規

選
択

2
社

会
調

査
法

新
規

選
択

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

特
論

新
規

選
択

2
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
実

践
Ⅰ

新
規

選
択

2
紛

争
解

決
・
平

和
構

築
概

論
新

規
選

択
2

日
英

・
英

日
翻

訳
演

習
新

規
選

択
2

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

新
規

選
択

2
心

理
学

概
論

文
学

部
選

択
2

地
域

経
済

論
新

規
選

択
2

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

ガ
バ

ナ
ン

ス
論

新
規

選
択

2
ロ

ー
カ

ル
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
育

成
論

Ⅰ
新

規
選

択
1

与
信

会
計

論
新

規
選

択
2

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

論
Ⅱ

新
規

選
択

2
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
リ

サ
ー

チ
新

規
選

択
2

経
営

戦
略

論
新

規
選

択
2

サ
ー

ビ
ス

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
新

規
選

択
2

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

新
規

選
択

2
経

営
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

特
論

新
規

選
択

2
消

費
者

行
動

論
新

規
選

択
2

環
境

経
済

論
法

学
部

選
択

2
ア

ー
ト

思
考

演
習

新
規

選
択

2
地

域
政

策
法

学
部

選
択

2
地

域
社

会
学

概
論

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
地

方
財

政
法

学
部

選
択

2
地

理
学

概
論

文
学

部
選

択
2

経
済

政
策

法
学

部
選

択
2

国
際

経
済

論
法

学
部

選
択

2
行

政
学

Ⅰ
法

学
部

選
択

2
行

政
学

Ⅱ
法

学
部

選
択

2
社

会
保

障
法

Ⅰ
法

学
部

選
択

2
社

会
保

障
法

Ⅱ
法

学
部

選
択

2
自

然
地

理
学

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
地

理
調

査
法

概
説

文
学

部
選

択
2

自
然

地
理

学
Ⅱ

文
学

部
選

択
2

グ
ロ

ー
バ

ル
・
チ

ー
ム

・
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
新

規
選

択
2

多
文

化
社

会
と

日
本

 
新

規
選

択
2

韓
国

現
代

文
化

論
新

規
選

択
2

日
韓

比
較

文
化

論
新

規
選

択
2

現
代

台
湾

研
究

新
規

選
択

2
台

湾
の

文
化

と
社

会
新

規
選

択
2

倫
理

学
概

論
文

学
部

選
択

2
日

本
語

日
本

文
学

入
門

文
学

部
選

択
2

社
会

学
概

論
文

学
部

選
択

2
中

国
語

圏
文

化
論

文
学

部
選

択
2

文
化

人
類

学
概

論
文

学
部

選
択

2
英

語
圏

文
化

論
文

学
部

選
択

2
ド

イ
ツ

語
圏

・
フ

ラ
ン

ス
語

圏
文

化
論

文
学

部
選

択
2

比
較

文
学

・
国

際
文

化
学

入
門

文
学

部
選

択
2

現
代

文
化

資
源

学
入

門
文

学
部

選
択

2
日

本
史

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
考

古
学

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2
ア

ジ
ア

史
概

説
Ⅰ

文
学

部
選

択
2

西
洋

史
概

説
文

学
部

選
択

2
文

化
史

概
説

Ⅰ
文

学
部

選
択

2

0
3

0
2

8
0

5
8

1
1

4
3

3
4

8
9

6
英

語
A

-1
教

養
必

修
1

英
語

C
-1

教
養

必
修

1
英

語
A

-2
教

養
必

修
1

英
語

C
-2

教
養

必
修

1
英

語
B

-1
教

養
必

修
1

英
語

B
-2

教
養

必
修

1
英

語
e

教
養

必
修

1
ド

イ
ツ

語
A

-1
教

養
必

修
1

ド
イ

ツ
語

A
-2

教
養

必
修

1
ド

イ
ツ

語
B

-1
教

養
必

修
1

ド
イ

ツ
語

B
-2

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

A
-1

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

A
-2

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

B
-1

教
養

必
修

1
フ

ラ
ン

ス
語

B
-2

教
養

必
修

1
中

国
語

A
-1

教
養

必
修

1
中

国
語

A
-2

教
養

必
修

1
中

国
語

B
-1

教
養

必
修

1
中

国
語

B
-2

教
養

必
修

1
コ

リ
ア

語
A

-1
教

養
必

修
1

コ
リ

ア
語

A
-2

教
養

必
修

1
コ

リ
ア

語
B

-1
教

養
必

修
1

コ
リ

ア
語

B
-2

教
養

必
修

1
IC

T
リ

テ
ラ

シ
ー

教
養

必
修

2
D

S
リ

テ
ラ

シ
ー

教
養

必
修

2
自

由
選

択
外

国
語

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

科
目

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
現

代
教

養
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
M

u
lt

id
is

c
ip

li
n

a
ry

 S
tu

d
ie

s
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
キ

ャ
リ

ア
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
開

放
科

目
（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
体

育
・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
科

目
（
教

養
）

（
科

目
群

か
ら

選
択

）
教

養
選

択
2

8
2

0
0

3
0

3
9

4
5

3
4

8
1
2

6

教
養

教
育

科
目

合
計

1
年

次
合

計
2

年
次

合
計

3
年

次
合

計
4

年
次

合
計

総
計

1
年

次
総

計
2

年
次

総
計

3
年

次
総

計
4

年
次

総
計

コ
ー

ス
共

通

1
5

1
5

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

コ
ー

ス
共

通
コ

ー
ス

共
通

教 養 教 育 科 目

外
国

語
科

目
（
既

修
）

コ
ー

ス
共

通
7

外
国

語
科

目
（
初

修
）

コ
ー

ス
共

通
1
6

情
報

科
目

コ
ー

ス
共

通
4

計
1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

専
門

教
育

科
目

合
計

1
年

次
合

計
2

年
次

合
計

3
年

次
合

計
4

年
次

合
計

共
創

専
門

科
目

コ
ー

ス
共

通

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
自

然
科

学
・
生

命
科

学
系

4
5

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
系

4
6

経
営

・
経

済
・
公

共
政

策
系

5
1

多
文

化
共

生
系

4
08

地
域

イ
ノ

ベ
コ

ー
ス

1
4

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

ノ
ベ

コ
ー

ス

計
1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

1
年

次
計

2
年

次
計

3
年

次
計

4
年

次
計

共
創

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

科
目

コ
ー

ス
共

通

1
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

単
位

数

専 門 教 育 科 目

共
創

基
盤

科
目

コ
ー

ス
共

通
1
6

計

履
修
す
る

科
目
を

黄
色
で
示
す
。
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令和６年１０月２１日 
教 務 委 員 会  

熊本大学における GPA 制度について 

◎GPA 制度  
本学では、成績評価に係る指標として、GPA 制度を導入しています。  
GPA とは、「Grade Point Average」の略で、授業科目の成績評価の評語にそれぞれ４から０の 
Grade Point を付し、その Grade Point に各科目の単位数を乗じた合計を、履修登録した科
目の総単位数で除した平均値となります。  

  この GPA は、学業成績優秀者の表彰、奨学金支給及び授業料免除の審査、進級時のコー
ス分けの選定、高得点者における CAP 制の解除、早期卒業の判定、大学院入試の選考等に
活用されています。  
  

 
 ◎GPA 算出方法  
  各科目の単位数×Grade Point の合計（修得した単位に限る。）／履修登録した科目の単位
数の合計（未修得単位を含む。）  
【算出例】  

科目名 単位数  評語 単位数×Grade Point  
英語 A-1  １  良 １×２＝２  
中国語 A  ２  優 ２×３＝６  
現代人間学の課題 A  ２  可 ２×１＝２  
社会調査実習Ⅰ  ２  不可 ２×０＝０  
芸術学概論Ⅰ 2 Ｘ ２×０＝０ 
地域科学演習 IB  ４  秀 ４×４＝１６  
英語e 1 合格 １×２.５＝２.５ 
（他大学で修得した科目等） 1 認定 １×２.５＝２.５ 

科目名 １５②  －  ３１①  
  GPA＝①／②＝２．０７ 
  
○各学部、学環、各大学院教育部・研究科及び各種制度等によっては、GPA の計算から除外する科

目や成績評価の評語（「認定」や「合格」）を設定している場合があります。  
○在学生については、学務情報システム（SOSEKI）や学修成果可視化システム（ASO）で自

身の GPA を確認することができます。  

評語 Grade Point  
秀（100～90 点） ４  
優（89～80 点） ３  
良（79～70 点） ２  
可（69～60 点） １  
不可（59 点以下） ０  

合格 ２.５ 
認定 ２.５ 

不合格 0 
 S※1 ０ ※1：不合格であるが次年度の再履修で試験のみを課し成績評価を行う場合 

 Ｘ※2 ０ ※2：履修を放棄したと判断された場合 
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熊本大学科目ナンバリング 
令和６年１２月１６日 

 
 
 

１ 科目ナンバリングの導入について 

   科目ナンバリングとは、授業科目を水準等に応じた特定の番号を付与し分類するこ

とで、学修の段階や順序等を示し、各教育プログラムにおけるカリキュラムの体系性を

明示する仕組みです。 
   本制度の導入については、中央教育審議会の各種答申（「学士課程教育の構築に向け

て」、「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」）等により、教育改革へ

の対応策として導入の必要性が求められているところです。 
   また、本学の第二期中期目標・中期計画においても、教育課程の体系化を進める取組

みとして、本制度の導入について検討することとしており、今後の大学のグローバル化

を推進する上でも海外で一般的に普及している本制度の導入に取組むことは喫緊の課

題となっています。 
 
 
２ 科目ナンバリングの導入の目的及び期待される効果について 

（１）教育プログラム、難易度、学問分野を明示することで、学修の順次性を確認でき、

計画的な学習が可能となります。（シラバス等に科目ナンバリングコードを設定する

ことで、履修すべき科目等の選別が容易になります。） 
 
（２）他学部（他学科）、他大学との授業科目レベルの比較の参考となり、海外からの留

学生にとっても履修する科目の判断が容易になります。 
 
（３）カリキュラム点検のツールとして活用でき、体系的な教育プログラムの実現に向け

た改善を実施するきっかけとなります。 
 
（４）ナンバリングを学務系システムへ反映することで、管理部門（教務事務担当）にお

いても各種統計や資料作成時にナンバリングの各項目をキーとしてデータを抽出す

ることが容易となります。 
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３ 本学における科目ナンバリングの形式について 

   本学における科目ナンバリングの形式については、授業科目を提供する学部・学科等、

関連する学問分野、難易度、授業で使用される言語を示すコードにより構成します。 
    
  ＜熊本大学科目ナンバリングの形式＞ 

A BC 1 -234- 10-1 
 
 
部局コード  教育課程プログラムコード   水準コード  識別コード  学問分野コード  言語コード 

 

 ４ 各コードの定義について 

 （１）部局コード 
    部局コードは、当該授業科目を提供している学部、学環、研究科、教育部等の単位

で区分するための項目です。原則、各部局名を表記することになります。 
    コードの表記は、英字１文字として、学生番号に使用している英字表記を準用して

各部局を示します。 
 

＜部局コード分類表＞ 
コード 部局名  コード 部局名  

Ｌ 文学部 Ａ 大学院教育学研究科 
Ｅ 教育学部 Ｇ 大学院社会文化科学教育部 
Ｊ 法学部 Ｄ 大学院自然科学教育部 
Ｓ 理学部 Ｒ 大学院医学教育部 
Ｍ 医学部 Ｗ 大学院保健学教育部 
Ｐ 薬学部 Ｙ 大学院薬学教育部 
Ｔ 工学部 Ｚ 養護教諭特別別科 
Ｘ 情報融合学環 Ｖ 特別支援教育特別専攻科 
Ｋ 教養教育 
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（２）教育課程プログラムコード 
    教育課程プログラムコードは、当該授業科目を提供している学科・修士及び博士課

程・専攻等の単位で区分するための項目です。 
 
＜教育課程プログラムコード分類表＞  

部局名 学科等名 
部局 
コード 

教育課程 
コード 

文学部 

総合人間学科 Ｌ ＩＮ 

歴史学科 Ｌ ＨＩ 

文学科 Ｌ ＬＩ 

コミュニケーション情報学科 Ｌ ＣＯ 

共通科目 Ｌ ＬＸ 

 教育学部 

小学校教員養成課程 教育学（～2021 年度） Ｅ ＥＤ 

小学校教員養成課程 心理学（～2021 年度） Ｅ ＥＰ 

小学校教員養成課程 共通科目（～2021 年度） Ｅ ＥＸ 

中学校教員養成課程 国語（～2021 年度） Ｅ ＪＪ 

中学校教員養成課程 社会（～2021 年度） Ｅ ＪＣ 

中学校教員養成課程 数学（～2021 年度） Ｅ ＪＭ 

中学校教員養成課程 理科（～2021 年度） Ｅ ＪＲ 

中学校教員養成課程 音楽（～2021 年度） Ｅ ＪＯ 

中学校教員養成課程 美術（～2021 年度） Ｅ ＪＡ 

中学校教員養成課程 保健体育（～2021 年度） Ｅ ＪＨ 

中学校教員養成課程 技術（～2021 年度） Ｅ ＪＴ 

中学校教員養成課程 家庭（～2021 年度） Ｅ ＪＫ 

中学校教員養成課程 英語（～2021 年度） Ｅ ＪＥ 

中学校教員養成課程 共通科目（～2021 年度） Ｅ ＪＸ 

特別支援教育教員養成課程（～2021 年度） Ｅ ＳＰ 

養護教諭養成課程（～2021 年度） Ｅ ＹＯ 

学校教育教員養成課

程 

初等･中等教育コー

ス 

小学校専

攻 

教育 Ｅ ＰＤ 

 心理 Ｅ ＰＰ 

 共通科目 Ｅ ＰＸ 

 国語専攻 Ｅ ＰＪ 

 社会専攻 Ｅ ＰＣ 

 数学専攻 Ｅ ＰＭ 

 理科専攻 Ｅ ＰＲ 

 英語専攻 Ｅ ＰＥ 

実技系専

攻 

音楽 Ｅ ＰＯ 

 美術 Ｅ ＰＡ 

 保健体育 Ｅ ＰＨ 

 技術 Ｅ ＰＴ 

 家庭 Ｅ ＰＫ 

学校教育教員養成課程 特別支援教育コース Ｅ ＳＳ 

学校教育教員養成課程 養護教育コース Ｅ ＳＹ 

共通科目 Ｅ ＥＺ 

法学部 法学科 Ｊ ＬＡ 

理学科 数学コース Ｓ ＳＭ 
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理学部 

理学科 物理学コース Ｓ ＳＰ 

理学科 化学コース Ｓ ＳＣ 

理学科 地球環境科学コース Ｓ ＳＱ 

理学科 生物学コース Ｓ ＳＢ 

共通科目 Ｓ ＳＳ 

医学部 

医学科 Ｍ ＭＥ 

保健学科 看護学専攻 Ｍ ＨＮ 

保健学科 放射線技術科学専攻 Ｍ ＨＲ 

保健学科 検査技術科学専攻 Ｍ ＨＬ 

薬学部 
薬学科 Ｐ ＰＨ 

創薬・生命薬科学科 Ｐ ＰＬ 

共通科目 Ｐ ＰＸ 

工学部 

土木建築学科 土木工学教育プログラム Ｔ ＤＣ 

土木建築学科 地域デザイン教育プログラム Ｔ ＤＵ 

土木建築学科 建築学教育プログラム Ｔ ＤＡ 

土木建築学科 共通 Ｔ ＤＸ 

機械数理工学科 機械工学教育プログラム Ｔ ＭＥ 

機械数理工学科 機械システム教育プログラム Ｔ ＭＳ 

機械数理工学科 数理工学教育プログラム Ｔ ＭＡ 

機械数理工学科 共通 Ｔ ＭＸ 

情報電気工学科 電気工学教育プログラム Ｔ ＪＫ 

情報電気工学科 電子工学教育プログラム Ｔ ＪＳ 

情報電気工学科 情報工学教育プログラム Ｔ ＪＪ 

情報電気工学科 共通 Ｔ ＪＸ 

材料・応用化学科 応用生命化学教育プログラム Ｔ ＺＳ 

材料・応用化学科 応用物質化学教育プログラム Ｔ ＺＢ 

材料・応用化学科 物質材料工学教育プログラム Ｔ ＺＺ 

材料・応用化学科 共通 Ｔ ＺＸ 

半導体デバイス工学課程 Ｔ ＨＤ 

共通科目 Ｔ ＴＸ 

情報融合 
学環 

ＤＳ総合コース Ｘ ＸＧ 

ＤＳ半導体コース Ｘ ＸＳ 

共通科目 Ｘ ＸＸ 

教養教育 

肥後熊本学 Ｋ ＨＩ 

情報科目 Ｋ ＣＯ 

理系基礎科目 Ｋ ＳＣ 

必修外国語科目 Ｋ ＲＦ 

自由選択外国語科目 Ｋ ＳＦ 

体育・スポーツ科学科目 Ｋ ＰＨ 

リベラルアーツ科目 Ｋ ＬＩ 

現代教養科目 Ｋ ＣＩ 

キャリア科目 Ｋ ＣＡ 

Multidisciplinary Studies Ｋ ＭＵ 

日本国憲法科目 Ｋ ＪＡ 

開放科目 Ｋ ＯＰ 

大学院教養科目 Ｋ ＧＧ 
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教育学研究科 教職大学院の課程 教職実践開発専攻 Ａ ＰＳ 

社会文化 

科学教育部 

博士前期課程 法政・紛争解決学専攻 Ｇ ＭＡ 

博士前期課程 現代社会人間学専攻 Ｇ ＭＭ 

博士前期課程 文化学専攻 Ｇ ＭＣ 

博士前期課程 教授システム学専攻 Ｇ ＭＩ 

博士前期課程 共通科目 Ｇ ＭＸ 

博士後期課程 人間・社会科学専攻 Ｇ ＤＨ 

博士後期課程 文化学専攻 Ｇ ＤＣ 

博士後期課程 教授システム学専攻 Ｇ ＤＩ 

博士後期課程 共通科目 Ｇ ＤＸ 

自然科学 

教育部 

博士前期課程 理学専攻 数学コース Ｄ ＭＭ 

博士前期課程 理学専攻 物理科学コース Ｄ ＭＰ 

博士前期課程 理学専攻 化学コース Ｄ ＭＣ 

博士前期課程 理学専攻 地球環境科学コース Ｄ ＭＱ 

博士前期課程 理学専攻 生物科学コース Ｄ ＭＢ 

博士前期課程 理学専攻 共通科目 Ｄ ＭＳ 

博士前期課程 土木建築学専攻 社会基盤工学教育プログラム Ｄ ＭＥ 

博士前期課程 土木建築学専攻 地域デザイン教育プログラム Ｄ ＭＲ 

博士前期課程 土木建築学専攻 建築学教育プログラム Ｄ ＭＡ 

博士前期課程 機械システム工学専攻 機械工学教育プログラム Ｄ ＭＨ 

博士前期課程 機械システム工学専攻 機械システム教育プログラム Ｄ ＭＩ 

博士前期課程 電気電子工学専攻 電気工学教育プログラム Ｄ ＭＤ 

博士前期課程 電気電子工学専攻 電子工学教育プログラム Ｄ ＭＮ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 応用生命化学教育プログラム Ｄ ＭＬ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 応用物質化学教育プログラム Ｄ ＭＫ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 物質材料工学教育プログラム Ｄ ＭＺ 

博士前期課程 半導体・情報数理専攻 半導体システム教育プログラム Ｄ ＭＧ 

博士前期課程 半導体・情報数理専攻 情報数理教育プログラム Ｄ ＭＵ 

博士前期課程 工学系専攻 共通科目 Ｄ ＭＴ 

博士前期課程 共通科目 Ｄ ＭＸ 

博士後期課程 理学専攻 数学コース Ｄ ＤＭ 

博士後期課程 理学専攻 物理科学コース Ｄ ＤＰ 

博士後期課程 理学専攻 化学コース Ｄ ＤＣ 

博士後期課程 理学専攻 地球環境科学コース Ｄ ＤＱ 

博士後期課程 理学専攻 生物科学コース Ｄ ＤＢ 

博士後期課程 理学専攻 共通科目 Ｄ ＤＳ 

博士後期課程 工学専攻 広域環境保全工学教育プログラム Ｄ ＤＥ 

博士後期課程 工学専攻 社会環境マネジメント教育プログラム Ｄ ＤＦ 

博士後期課程 工学専攻 人間環境計画学教育プログラム Ｄ ＤＡ 

博士後期課程 工学専攻 循環建築工学教育プログラム Ｄ ＤＲ 

博士後期課程 工学専攻 先端機械システム教育プログラム Ｄ ＤＨ 

博士後期課程 工学専攻 機械知能システム教育プログラム Ｄ ＤＩ 

博士後期課程 工学専攻 機能創成エネルギー教育プログラム Ｄ ＤＤ 

博士後期課程 工学専攻 人間環境情報教育プログラム Ｄ ＤＮ 
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博士後期課程 工学専攻 物質生命化学教育プログラム Ｄ ＤＫ 

博士後期課程 工学専攻 物質材料工学教育プログラム Ｄ ＤＺ 

博士後期課程 工学専攻 共通科目 Ｄ ＤＴ 

博士後期課程 半導体・情報数理専攻 先端半導体システム教育プログラム Ｄ ＤＧ 

博士後期課程 半導体・情報数理専攻 先端情報数理教育プログラム Ｄ ＤＵ 

博士後期課程 共通科目 Ｄ ＤＸ 

医学教育部 
修士課程 医科学専攻 Ｒ ＭＭ 

博士課程 医学専攻 Ｒ ＤＭ 

共通科目 Ｒ ＣＭ 

保健学教育部 博士前期課程 保健学専攻 Ｗ ＭＨ 

博士後期課程 保健学専攻 Ｗ ＤＨ 

薬学教育部 

博士前期課程 創薬・生命薬科学専攻 Ｙ ＭＬ 

博士後期課程 創薬・生命薬科学専攻 Ｙ ＤＬ 

博士課程 医療薬学専攻 Ｙ ＤＨ 

共通科目 Ｙ ＣＭ 

養護教諭特別別科 Ｚ ＹＯ 

特別支援教育特別専攻科 Ｖ ＳＰ 
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（３）水準コード 
    水準コードは、授業科目の難易度の目安を示すための項目です。 
    コードの表記は、各科目のレベルに応じて０から７までの８段階により、１～４を

学士課程、５～７を博士前期課程（修士課程）、博士後期課程（博士課程）、専門職学
位課程のそれぞれのレベルに分類します。 

ただし、学年と水準は必ずしも一致するものではありません。（３年次向けの科目
であってもレベル２となる場合もあります。） 

    具体的な区分方法については、以下の「水準コード分類表」のとおりです。当該分
類表に基づき設定願います。 

 
＜水準コード分類表＞  

コード  定義  主な対象  

０ 卒業要件外の科目  ・資格取得のための科目  
・卒業要件外の授業科目  

１ 入門的・導入的科目  

・初年次での必修科目を含む、基礎的な教養教育
科目・共通専門基礎科目  

・各学部等で、その専門領域を初めて学ぶ学生の
ための基礎的な専門科目  

・医学部医学科の専門基礎科目 

２ 中級レベルの科目  
・発展的内容を扱う教養教育科目  
・発展・応用レベルの内容を扱う専門科目 
・医学部医学科の基礎医学科目 

３ 高度な内容を扱う科目  
・より高度な内容を扱う教養教育科目  
・実践的・専門的に高度な内容を扱う専門科目  
・医学部医学科の臨床医学科目（系統講義） 

４ 学士課程卒業レベルの 
科目  

・学士課程で学修する最終段階の水準の科目  
・卒論ゼミ、卒業演習、卒業論文、卒業研究等  
・医学部医学科の臨床実習（ポリ・クリ）・特別臨

床実習（クリ・クラ） 

５ 大学院レベルの科目  

・大学院学生を対象とする教養教育科目  
・実践的・専門的に極めて高度な内容を扱う大学

院での授業科目  
・６年制学士課程、専門職学位課程において高度

専門職に必要な極めて高度な実践的・専門的内
容を扱う科目  

６ 
大学院博士前期課程（修
士課程）・専門職学位課程
修了レベルの科目  

・大学院博士前期課程（修士課程）・専門職学位課
程で学修する最終段階の水準の科目  

・修士論文など  

７ 大学院博士後期課程 
（博士課程）  

・大学院博士後期課程で学修する科目  
・博士論文など  

 
（４）識別コード 

    識別コードは、授業科目を識別するための項目です。 
    コードの表記は、数字３ケタで表記し、各部局において任意に設定願います。 
 
（５）学問分野コード 

    学問分野コードは、授業科目の属する学問分野を示すための項目です。 
    コードの表記は、数字２ケタとして、科研費「系・分野・分科細目表」の分科の区

分を基本として分類します。  
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＜学問分野コード分類表＞  
コード 分野名 コード 分野名 コード 分野名 

０９ 外国語 ３８ 経済学 ６７ 生物科学 
１０ 情報学 ３９ 経営学 ６８ 病態学 
１１ 計算基盤 ４０ 社会学 ６９ 総合医学 
１２ 人間情報学 ４１ 心理学 ７０ 生産環境農学 
１３ 情報学フロンティア ４２ 教育学 ７１ 農芸化学 
１４ 環境解析学 ４３ ナノ・マイクロ科学 ７２ 森林圏科学 
１５ 環境保全学・創成学 ４４ 応用物理学 ７３ 水圏応用科学 
１６ デザイン学 ４５ 量子ビーム科学 ７４ 社会経済農学 
１７ 生活科学 ４６ 計算科学 ７５ 農業工学 
１８ 科学教育・教育工学 ４７ 数学 ７６ 動物生命科学 
１９ 科学社会学 ４８ 天文学 ７７ 境界農学 
２０ 博物館学 ４９ 物理学 ７８ 薬学 
２１ 地理学 ５０ 地球惑星科学 ７９ 基礎医学 
２２ 社会安全システム科学 ５１ プラズマ科学 ８０ 境界医学 
２３ 人間医工学 ５２ 基礎化学 ８１ 社会医学 
２４ 健康・スポーツ科学 ５３ 複合化学 ８２ 内科系臨床医学 
２５ 生体分子科学 ５４ 材料化学 ８３ 外科系臨床医学 
２６ コミュニケーション学 ５５ 機械工学 ８４ 歯学 
２７ 地域研究学 ５６ 電子電気工学 ８５ 看護学 
２８ ジェンダー・観光学 ５７ 土木工学 ８６ 内科学 
２９ 哲学 ５８ 建築学 ８７ 外科学 
３０ 芸術学 ５９ 材料工学 ８８ 成育医学 

３１ 文学 ６０ プロセス・化学工学 ８９ 感覚・運動科学 

３２ 言語学 ６１ 総合工学 ９０ 脳・神経・精神科学 

３３ 歴史学 ６２ 臨床医学 ９１ 検査医学 
３４ 人文地理学 ６３ 分子細胞生物学 ９２ 放射線技術科学 
３５ 文化人類学 ６４ 生体構造学 ９３ 放射線医学 

３６ 法学 ６５ 生体機能学 ９９ その他 

３７ 政治学 ６６ 感染免疫学   

 
（６）言語コード 

    言語コードは、授業科目で使用する言語を示すための項目です。 
    コードの表記は、数字１ケタとして、以下のとおり区分します。 
    ０：全て日本語で実施 
    １：全て英語で実施 
    ２：日本語及び英語によるバイリンガルで実施 
    ３：全て英語以外の外国語で実施 
    ４：英語以外の外国語及び日本語によるバイリンガルで実施 
    ５：その他の言語の組み合わせで実施 
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地域イノベーションコース グローバルイノベーションコース

　必修外国語科目
　　　　英語　7
　　　　初修外国語　4

　情報科目

　自由選択外国語科目

リベラルアーツ科目

現代教養科目

Multidisciplinary Studies

キャリア科目

開放科目

体育・スポーツ科学科目（教養）

共創基盤科目(A)

共創プロジェクト科目(B) 22 ※1 22 ※2

共創専門科目(Ｃ)

データサイエンス・自然科
学・生命科学系

コミュニケーション系

経営・経済・公共政策系    (10) ※5

多文化共生系    (10) ※6

※1

※2

※3

※4

※5

※6

区　　　分

    (20) ※3

（修得しなければならない単位数（内数））

単　位　数

11

4

30

共創学環　卒業要件単位数

地域イノベーションコースに所属する者は「地域共創プロジェクト演習(6単位)」及び「地域共創プロジェクト研究
(8単位)」の単位を修得しなければならない。
なお、「地域共創プロジェクト研究」を履修するためには、「地域共創プロジェクト演習」の単位修得を要件とする。

グローバルイノベーションコースに所属する者は「グローバル共創プロジェクト演習(6単位)」及び「グローバル共
創プロジェクト研究(8単位)」の単位を修得しなければならない。
なお、「グローバル共創プロジェクト研究」を履修するためには、「グローバル共創プロジェクト演習」の単位修得を
要件とする。

データサイエンス・自然科学・生命科学系の授業科目群から20単位以上を修得しなければならない。ただし、修
得する20単位以上のうち、データサイエンス・自然科学・生命科学系に配置する工学領域の授業科目群（選択必
修）から16単位以上を修得しなければならない。

    (16) ※4

計(A)+(B)+(Ｃ)

基
礎
科
目

教
養
教
育

計

コミュニケーション系の授業科目群から16単位以上を修得しなければならない。

地域イノベーションコースに所属する者は、経営・経済・公共政策系の授業科目群から10単位以上を修得しなけ
ればならない。

グローバルイノベーションコースに所属する者は、多文化共生系の授業科目群から10単位以上を修得しなければ
ならない。

15

合　　計（教養教育＋専門教育）

専
門
教
育

94

124

16

56
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○国立大学法人熊本大学職員就業規則 

(平成 16 年 4 月 1 日規則第 24 号) 

改正 平成 17 年 1 月 14 日規則第 8号 平成 17 年 3 月 24 日規則第 64 号 平成 17 年 11 月 24 日規則第 127 号

平成 18 年 3 月 23 日規則第 75 号 平成 19 年 3 月 26 日規則第 85 号 平成 20 年 3 月 6 日規則第52 号 

平成 20 年 3 月 28 日規則第 103 号 平成 20 年 9 月 29 日規則第 241 号 平成 20 年 12 月 3 日規則第 264 号 

平成 21 年 1 月 28 日規則第 3号 平成 21 年 3 月 27 日規則第 128 号 平成 22 年 3 月 30 日規則第 46 号 

平成 23 年 3 月 24 日規則第 41 号 平成 26 年 3 月 27 日規則第 25 号 平成 27 年 9 月 24 日規則第 266 号 

平成 28 年 4 月 28 日規則第 302 号 平成 28 年 12 月 22 日規則第 455 号 平成 29 年 6 月 22 日規則第 195 号 

平成 29 年 9 月 28 日規則第 220 号 平成 29 年 10 月 26 日規則第 229 号 平成 30 年 3 月 22 日規則第 55 号 

平成 31 年 3 月 28 日規則第 63 号 令和元年 12 月 26 日規則第 404 号 令和 3年 3月 24 日規則第55 号 

令和 4年 3月 24 日規則第36 号 令和 5年 3月 23 日規則第101 号 令和 6年 3月 28 日規則第162 号 

令和 7年 3月 27 日規則第51 号 
 

目次 

第 1章 総則(第 1条－第 6条) 

第 2 章 人事 

第 1節 採用(第 7条－第 9条) 

第 2 節 昇任及び降任(第 10 条－第 11 条の 7) 

第 3 節 配置換等(第 12 条・第 13 条) 

第 4 節 休職(第 14 条－第 18 条) 

第 5 節 退職及び解雇等(第 19 条－第 27 条) 

第 3 章 給与(第 28 条) 

第 4 章 退職手当(第 29 条) 

第 5 章 服務(第 30 条－第 37 条) 

第 6 章 勤務時間、休日及び休暇、育児休業等 

第 1節 勤務時間等(第 38 条－第 44 条) 

第 2 節 休日及び休暇(第 45 条－第 49 条) 

第 3 節 育児休業等(第 50 条－第 52 条の 2) 

第 7 章 研修(第 53 条) 

第 8 章 人事評価(第 53 条の 2) 

第 9 章 表彰及び懲戒 

第 1節 表彰(第 54 条) 

第 2 節 懲戒等(第 55 条－第 58 条) 

第 10 章 安全衛生(第 59 条・第 60 条) 

第 11 章 出張及び旅費(第 61 条) 

第 12 章 共済(第 62 条) 

第 13 章 保険及び災害補償(第 63 条・第 64 条) 
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第 14 章 知的財産権(第 65 条) 

第 15 章 苦情処理(第 66 条) 

第 16 章 その他(第 67 条・第 68 条) 

附則 

 

第 1 章 総則 

(目的) 

第 1 条 この規則は、労働基準法(昭和 22 年法律第 49 号。以下「労基法」という。)第 89 条の

規定に基づき、国立大学法人熊本大学(以下「本学」という。)に勤務する職員の就業に関し

必要な事項を定めることを目的とする。 

(職員の区分及び職種等) 

第 2 条 本学の職員の区分は、次に掲げるものとし、その職種又は職名は、当該各号に掲げる

とおりとする。 

(1) 教育職員 

教授、准教授、講師、助教、助手、校長、園長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭、栄

養教諭 

(2) 一般職員 

事務職員、技術職員、図書職員、研究支援職員、教務職員、技能職員、労務職員 

(3) 医療職員 

病院長、医療技術職員、看護職員 

(4) 有期雇用職員 

事務補佐員、技術補佐員、技能補佐員、非常勤支援員、臨時用務員、非常勤教員、非常

勤研究員、ティーチング・アシスタント、リサーチ・アシスタント、医員、医員(研修医)、

学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

(5) 無期転換職員 

事務補佐員、技術補佐員、技能補佐員、非常勤支援員、臨時用務員、非常勤教員、非常

勤研究員、ティーチング・アシスタント、リサーチ・アシスタント、医員、医員(研修医)、

学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

(6) 再雇用職員 

一般再雇用職員、定年前再雇用短時間勤務職員、有期再雇用職員 

(7) 個別契約職員 

寄附講座教員、その他の個別契約職員 

(適用範囲) 

第 3 条 この規則は、前条第 1号から第 3号までの職員に適用する。 

2 前条第 4号及び第 5号の職員並びに前条第 6号の有期再雇用職員の就業等に関し必要な事項

は、別に定める国立大学法人熊本大学有期雇用職員就業規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 
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3 前条第 6 号の一般再雇用職員及び定年前再雇用短時間勤務職員の就業等に関し必要な事項は、

別に定める国立大学法人熊本大学再雇用職員就業規則(平成 19 年 4 月 1 日制定)による。 

4 前条第 7 号の職員へのこの規則の適用条項の範囲については、個別の契約書によって定める。 

(権限の委任) 

第 4 条 国立大学法人熊本大学の長(以下「学長」という。)は、この規則に規定する権限の一

部を学長が指定する者に委任することができる。 

(法令との関係) 

第 5 条 この規則に定めのない事項については、労基法その他の関係法令の定めるところによ

る。 

(遵守遂行) 

第 6 条 本学及び職員(第 2条第 1号から第 3号までの職員をいう。以下同じ。)は、それぞれ

の立場でこの規則を誠実に遵守し、その遂行に努めなければならない。 

第 2章 人事 

第 1節 採用 

(採用) 

第 7 条 職員の採用は、選考による。 

2 職員の採用の際の選考に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員雇用規則

(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「職員雇用規則」という。)による。 

(無期労働契約への転換) 

第 7 条の 2 職員雇用規則第 7条及び第 8条の規定により任期を定めて採用された職員のうち、

平成 25 年 4 月 1 日以後に締結された 2以上の有期労働契約(契約期間の始期の到来前のもの

を除く。以下同じ。)の契約期間を通算した期間(労働契約法(平成 19 年法律第 128 号)第 18

条第 2項、科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律(平成 20年法律第 63 号)第 1

5 条の 2第 2項及び大学の教員等の任期に関する法律(平成 9年法律第 82 号)第 7 条第 2項の

規定により労働契約法第 18 条第 1項に規定する通算契約期間に算入しないこととされている

期間を除く。)が 5 年(教授、准教授、講師、助教及び助手にあっては 10 年)を超えるものが、

現に締結している有期労働契約期間の満了する日の 30 日前までに、当該満了する日の翌日か

ら期間の定めのない労働契約(以下「無期労働契約」という。)の締結の申込みをした場合は、

現に締結している有期労働契約期間の満了する日の翌日から無期労働契約に転換する。 

2 前項の場合において、無期労働契約の内容である労働条件は、現に締結している有期労働契

約の内容である労働条件(契約期間を除く。)と同一の労働条件(当該労働条件(契約期間を除

く。)について別段の定めがある部分を除く。)とする。 

(労働条件の明示) 

第 8 条 学長は、職員の採用に際し、次に掲げる事項を記載した文書を交付するものとする。 

(1) 労働契約の期間に関する事項 

(2) 期間の定めのある労働契約を更新する場合の基準に関する事項 

(3) 就業の場所及び従事すべき職務に関する事項 
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(4) 給与の決定、計算及び支払いの方法、給与の締切り及び支払いの時期並びに昇給に関す

る事項 

(5) 始業及び終業の時刻、勤務時間を超える勤務の有無、休憩時間、休日並びに休暇に関す

る事項 

(6) 職員を 2組以上に分けて交替に就業させる場合の就業時転換に関する事項 

(7) 退職及び解雇に関する事項 

(8) その他必要な事項 

(試用期間) 

第 9 条 職員として採用された者には、採用の日から 6か月の試の使用期間(以下「試用期間」

という。)を設ける。ただし、学長が必要と認めたときは、試用期間を変更し、又は設けない

ことができる。 

2 学長は、試用期間中に職員として必要な適格性を欠くと認めた場合には、試用期間満了時ま

でに解雇することができる。 

3 試用期間は、勤続年数に通算する。 

4 職員の試用期間に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

第 2節 昇任及び降任 

(昇任) 

第 10 条 職員の昇任は、選考による。 

2 職員の昇任に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

(意に反する降任) 

第 11 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、その意に反して、これを降任

させることができる。 

(1) 勤務実績がよくない場合 

(2) 心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない場合 

(3) その他職務の遂行に必要な適格性を欠く場合 

2 前項の降任に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

(管理監督職等勤務上限年齢による降任) 

第 11 条の 2 学長は、管理監督職及び管理監督職に準ずる職(以下「管理監督職等」という。)

を占める職員でその占める管理監督職等に係る管理監督職等勤務上限年齢(以下「役職定年」

という。)に達している職員について、当該役職定年に達した日の翌日以後における最初の 4

月 1日に、管理監督職を占める職員にあっては管理監督職以外の職へ、管理監督職に準ずる

職を占める職員にあっては管理監督職に準ずる職以外の職への降任をするものとする。 

2 管理監督職等の職員区分、職種及び職名は、別表のとおりとする。 

3 第 1 項の役職定年は、年齢 60 年とする。 

4 第１項の規定による降任については、人事計画その他の事情を考慮した上で、できる限り上

位の職制上の段階の職に任命するものとする。 

(管理監督職等への雇用の制限) 
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第 11 条の 3 学長は、採用又は昇任しようとする管理監督職等に係る役職定年に達している者

を、その者が当該管理監督職等を占めているものとした場合における役職定年に達した日の

翌日以後における最初の 4月 1日の翌日(前条の規定により降任をされた職員にあっては、当

該降任をされた日)以後、当該管理監督職等に採用又は昇任することができない。 

(適用除外) 

第 11 条の 4 前 2 条の規定は、国立大学法人熊本大学職員の任期に関する規則(平成 17 年 1 月

14 日制定。以下「職員任期規則」という。)により任期を定めて採用される職員には適用しな

い。 

(役職定年による降任及び管理監督職等への雇用の制限の特例) 

第 11 条の 5 学長は、第 11 条の 2の規定により、管理監督職以外の職への降任をすべき特定管

理監督職群（職務の内容が相互に類似する複数の管理監督職であって、これらの欠員を容易

に補充することができない年齢構成その他の特別の事情がある管理監督職として別に定める

管理監督職をいう。以下この項において同じ。）に属する管理監督職を占める職員について、

当該職員の他の管理監督職以外の職への降任により、当該特定管理監督職群に属する管理監

督職の欠員の補充が困難となることにより職務の運営に著しい支障が生ずると認められる事

由として別に定める事由があると認めるときは、当該職員が占める管理監督職に係る役職定

年に達した日の翌日以後における最初の４月１日から起算して 1年を超えない期間内で管理

監督職としての期間を延長し、引き続き当該管理監督職を占めている職員に当該管理監督職

を占めたまま勤務をさせ、又は当該職員を当該管理監督職が属する特定管理監督職群の他の

管理監督職に採用し、降任し、又は配置換すること（以下「特例雇用」という。）ができる。 

2 学長は、前項又はこの項の規定により特例雇用の期間（前項又はこの項の規定により延長さ

れた期間を含む。）が延長された管理監督職を占める職員について前項に規定する事由が引

き続きあると認めるときは、延長された当該特例雇用の期間の末日の翌日から起算して 1年

を超えない当該年度の期間内で延長された当該特例雇用の期間を更に延長することができる。

ただし、第 21 条第 2 項に規定する定年による退職の日を超えて更に延長することはできない。 

(特例雇用に係る職員の同意) 

第 11 条の 6 学長は、前条の規定により特例雇用をする場合は、あらかじめ職員の同意を得な

ければならない。 

(特例雇用事由が消滅した場合の措置) 

第 11 条の 7 学長は、第 11 条の 5の規定により特例雇用をした場合において、当該特例雇用の

期間の末日の到来前に当該特例雇用の事由が消滅したときは、管理監督職以外の職に降任を

するものとする。 

第 3節 配置換等 

(配置換等) 

第 12 条 職員は、組織又は業務上の必要により、配置換(職種換を含む。)、出向又は併任(以

下「配置換等」という。)を命ぜられることがある。 

2 配置換等を命ぜられた職員は、正当な理由がない限りこれを拒むことができない。 
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3 職員の出向に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員出向規則(平成 16 年

4 月 1 日制定)及び国立大学法人熊本大学クロスアポイントメント制度に関する規則(平成 30

年 3 月 22 日制定)による。 

(赴任) 

第 13 条 赴任の命令を受けた職員は、その命令を受けた日から、次に掲げる期間内に赴任しな

ければならない。ただし、当該期間内に赴任できないときは、その理由を付して学長の承認

を得なければならない。 

(1) 住居移転を伴わない場合 即日 

(2) 住居移転を伴う場合 7 日以内 

第 4節 休職 

(休職) 

第 14 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、休職とすることがで

きる。 

(1) 心身の故障のため、長期の休養を要する場合 

(2) 刑事事件に関し起訴され、職務の正常な遂行に支障をきたす場合 

(3) 学校、研究所等の公共的施設において、その職員の職務に関連があると認められる学術

に関する事項の調査、研究等に従事する場合 

(4) 水難、火災その他の災害により、生死不明又は所在不明となった場合 

(5) 我が国が加盟している国際機関、外国政府の機関等からの要請に基づき、職員を派遣す

る場合 

(6) 営利企業を営むことを目的とする会社その他の団体であって、本学教育職員の研究成果

を活用する事業を実施する企業の役員(監査役を除く。)、顧問又は評議員(以下「役員等」

という。)の職を兼ねる場合において、主として当該役員等の職務に従事する必要があり、

本学の職務に従事することができないと認められる場合 

(7) 労働組合の業務に専従する場合 

(8) その他特別の事由により休職とすることが適当と認められる場合 

2 試用期間中の職員については、前項の規定を適用しない。 

(休職期間) 

第 15 条 前条第 1項第 1号及び第 3号から第 8号までに掲げる事由による休職の期間は、3年

を超えない範囲内において、職員雇用規則により定める。この場合において、休職の期間が 3

年に満たないときは、初めに休職した日から引き続き 3年を超えない範囲内において、これ

を更新することができる。 

2 前条第 1項第 2号に掲げる事由による休職の期間は、職務の正常な遂行に支障をきたすと判

断される期間とする。 

(休職中の身分等) 

第 16 条 休職者は、職員としての身分を保有するが、職務に従事しない。 
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2 休職者は、その休職の期間中、原則として給与を受けることができない。ただし、別に定め

る国立大学法人熊本大学職員給与規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「職員給与規則」とい

う。)、国立大学法人熊本大学年俸制適用職員給与規則(平成 27 年 9 月 24 日制定。以下「年

俸制給与規則」という。)及び国立大学法人熊本大学 2号年俸制適用職員給与規則(令和元年 1

2 月 26 日制定。以下「2号年俸制給与規則」という。)において別段の定めがある場合は、こ

の限りでない。 

(復職) 

第 17 条 学長は、休職期間が満了するまでに休職事由が消滅したと認めた場合には、復職を命

ずる。 

2 休職の期間が満了したときは、休職にされていた職員は、当然復職するものとする。 

3 前 2 項の規定にかかわらず、第 14 条第 1項第 1号の規定による休職にあっては、医師(学長

が必要と認めるときは、学長が指定した医師)の診断書又は証明書に基づき、本学の産業医又

は学長が指定した医師に意見を求め、休職事由が消滅し、職務の遂行に支障がないと学長が

認めた場合に限り、復職を命じ、又は復職するものとする。 

4 職員を復職させる場合には、原則として休職前の職務に復帰させる。ただし、心身の状態そ

の他の事情を考慮して、他の職務に就かせることがある。 

(休職の取扱い) 

第 18 条 第 14 条から前条までに定めるもののほか、職員の休職に関し必要な事項は、別に定

める職員雇用規則による。 

第 5節 退職及び解雇等 

(退職) 

第 19 条 職員は、次の各号のいずれかに該当する場合は、退職とし、職員としての身分を失う。 

(1) 退職を願い出て、学長が承認した場合、又は退職を願い出て、14 日が経過した場合 

(2) 第 21 条に定める定年に達した場合 

(3) 期間を定めて雇用された職員の雇用期間が満了した場合 

(4) 第 15 条に定める休職期間が満了し、休職事由がなお消滅しない場合 

(5) 本学の役員に就任した場合 

(6) 死亡した場合 

(7) その他の退職事由が発生した場合 

2 職種の任期を雇用の任期とする職に就任した職員(当該職に就任する直前の職種(以下「前職

種」という。)の併任を命じられている者に限る。)が、当該職に再任されなかった場合で引

き続き職員として勤務を希望するときは、前職種と同一の労働条件で勤務することができる。 

(自己都合による退職手続等) 

第 20 条 職員は、自己の都合により退職しようとするときは、退職を予定する日の 30 日前ま

でに、学長に文書をもって願い出なければならない。ただし、やむを得ない事由により 30 日

前までに願い出を提出できない場合は、14 日前までに提出しなければならない。 

2 職員は、退職を願い出た後も、退職するまでは従前の職務に従事しなければならない。 
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(定年) 

第 21 条 職員の定年は、年齢 65 年とする。 

2 定年による退職の日は、定年に達した日以後における最初の 3月 31 日とする。 

3 病院長については、前 2項の規定は適用しない。 

第 22 条 削除 

(解雇) 

第 23 条 職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、その意に反して、これを解雇すること

ができる。 

(1) 勤務実績が著しくよくない場合 

(2) 心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない場合 

(3) その他職員として必要な適格性を欠く場合 

(4) 職種の任期を雇用の任期とする職に就任した職員のうち、第 7条の 2の規定により無期

労働契約の申込みをしたもの又は無期労働契約を締結したもので、当該職に再任されなか

った場合 

(5) 組織の改廃等により、職員の減員が必要となった場合 

(6) 天災事変その他やむを得ない事由により、本学の事業継続が不可能となり、所轄労働基

準監督署長の認定を受けた場合 

2 職員が禁錮以上の刑(執行猶予が付された場合を除く。)に処せられた場合は、これを解雇す

る。 

3 職員の解雇に関し必要な事項は、別に定める職員雇用規則による。 

(解雇制限) 

第 24 条 前条の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する期間及びその後 30 日間は

解雇しない。ただし、第 1号に定める業務上の傷病において、療養開始後 3年を経過しても

負傷又は疾病が治癒せず、労基法第 81 条の規定により打切補償を支払う場合は、この限りで

ない。 

(1) 業務上負傷し、又は疾病にかかり、療養のため休業する期間 

(2) 産前産後の女性職員が別に定める国立大学法人熊本大学職員の勤務時間、休暇等に関す

る規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「職員勤務時間等規則」という。)第 15 条の規定に

より特別有給休暇を取得する期間 

(解雇の予告) 

第 25 条 第 23 条第 1項第 1号から第 4号まで及び前条ただし書の規定により職員を解雇しよ

うとする場合は、少なくとも 30 日前に本人に予告をする。30 日前に予告をしない場合は、労

基法第 12 条第 1項に規定する平均賃金の 30 日分以上に相当する解雇予告手当を支払う。 

2 前項の予告の日数は、1日について平均賃金を支払った場合においては、その日数を短縮す

ることができる。 

3 前 2 項の規定は、次の各号のいずれかに該当する場合は、これを適用しない。 

(1) 試用期間中の職員を 14 日以内に解雇する場合 
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(2) 第 23 条第 1項第 5号の規定により解雇する場合 

(3) 所轄労働基準監督署長の認定を受けて第 56 条第 1項第 5号に定める懲戒解雇をする場

合 

(退職者等の守秘義務) 

第 26 条 退職者又は解雇された者は、在職中に知り得た秘密及び職務上知り得た個人情報を他

に漏らしてはならない。 

(退職時の証明) 

第 27 条 学長は、退職者、解雇された者又は解雇予告をされた者から労基法第 22 条第 1項に

定める証明書の交付の請求があった場合は、遅滞なくこれを交付する。 

2 前項の証明書に記載する事項は、次のとおりとする。 

(1) 雇用期間 

(2) 業務の種類 

(3) 当該業務における地位 

(4) 給与 

(5) 退職の事由(退職の事由が解雇の場合にあっては、その理由を含む。) 

3 第 1 項の証明書には、前項各号に掲げる事項のうち退職者、解雇された者又は解雇予告をさ

れた者が請求したものに限り記載するものとする。 

第 3章 給与 

(給与) 

第 28 条 職員の給与に関し必要な事項は、別に定める職員給与規則による。ただし、次の各号

に掲げる者の給与については、当該各号に定める規則による。 

(1) 第 2 条第 1 号の教育職員のうち令和元年 12 月 31 日以前から年俸制の適用を受ける教授、

准教授、講師及び助教(年俸制の移行に関し学長に同意書を提出した者を除く。次号におい

て「年俸制適用職員」という。) 年俸制給与規則 

(2) 第 2 条第 1号の教育職員のうち令和 2年 1月 1日以後に年俸制の適用を受ける教授、准

教授、講師及び助教(年俸制適用職員を除く。) 2 号年俸制給与規則 

第 4章 退職手当 

(退職手当) 

第 29 条 職員の退職手当に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員退職手当

規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 5章 服務 

(誠実義務) 

第 30 条 職員は、本学の使命と業務の公共性を自覚し、上司の職務上の指示命令に従い、職場

の秩序を保持し、互いに協力して誠実かつ公正に職務を遂行しなければならない。 

(職務に専念する義務) 

第 31 条 職員は、この規則又は関係法令の定める場合を除いては、その勤務時間中、職務に専

念しなければならない。 
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(職務専念義務の免除) 

第 32 条 職員は、次の各号のいずれかに該当する場合は、前条の規定にかかわらず、その承認

された期間について職務専念義務を免除される。 

(1) 国際的規模又は全国的規模の競技会、展覧会、公演会等に国又は県の要請により出場、

出展又は出演等する場合 

(2) 雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律(昭和 47 年法律第

113 号。以下「男女雇用機会均等法」という。)第 12 条の規定に基づき、勤務時間内に健

康診査を受ける場合 

(3) 男女雇用機会均等法第 13 条の規定に基づき、通勤緩和により勤務しない場合 

(4) 男女雇用機会均等法第 13 条の規定に基づき、休憩に関する措置により勤務しない場合 

(5) 勤務時間内に総合的な健康診査を受ける場合 

(6) 勤務時間内に国立大学法人熊本大学職員安全衛生管理規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以

下「職員安全衛生規則」という。)第 19 条第 1項第 1号、第 2号及び第 4号に定める健康

診断その他学長が定める健康診断並びに同規則第 29 条の 2第 1項に規定するストレスチェ

ックを受ける場合 

2 職員の職務専念義務免除に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(遵守事項) 

第 33 条 職員は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 正当な理由なく欠勤するなど勤務を怠らないこと。 

(2) 熊本大学の名誉及び信用を失墜させるような行為を行わないこと。 

(3) 職務上知り得た秘密及び職務上知り得た個人情報を他に漏らさないこと。 

(4) 職務上の地位を私的利用のために用いないこと。 

(5) 熊本大学の敷地及び施設内において、良好な教育研究環境の維持に努め、喧騒その他秩

序・風紀を乱さないこと。 

(6) 熊本大学の敷地及び施設内において、選挙運動その他の政治活動を行わないこと。 

(7) 学長の許可なく、熊本大学の敷地及び施設内において、営利を目的とする金品の貸借及

び物品の売買を行わないこと。 

(職員の倫理) 

第 34 条 職員の倫理に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学倫理規則(平成 16

年 4 月 1 日制定)による。 

(ハラスメントの防止等) 

第 35 条 職員は、いかなるハラスメント及び人権侵害も行ってはならず、常にこれらの防止に

努めなければならない。 

2 ハラスメント(セクシュアル・ハラスメント等を除く。)の防止等に関し必要な事項は、別に

定める熊本大学ハラスメントの防止等に関する規則(平成 18 年 3 月 23 日制定)による。 

3 セクシュアル・ハラスメント等の防止等に関し必要な事項は、別に定める熊本大学セクシュ

アル・ハラスメント等の防止等に関する規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 
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(兼業の制限) 

第 36 条 職員は、学長の承認を受けた場合でなければ、職務以外の他の業務に従事し、又は自

ら事業を営んではならない。 

2 職員の兼業に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員兼業規則(平成 16 年

4 月 1 日制定)による。 

(公職の候補者への立候補等) 

第 37 条 職員は、国会議員、地方公共団体の長、地方公共団体の議会の議員その他の公職に立

候補するとき、及び当選の告知後は、速やかにその旨を、学長に届け出なければならない。 

第 6章 勤務時間、休日及び休暇、育児休業等 

第 1節 勤務時間等 

(勤務時間等) 

第 38 条 職員の 1 週間当たりの勤務時間は 38 時間 45 分とし、1 週間の起算日は土曜日とする。 

2 1 日の勤務時間は 7時間 45 分とし、始業及び終業の時刻並びに休憩時間は、次のとおりとす

る。 

(1) 始業 午前 8時 30 分 

(2) 終業 午後 5時 15 分 

(3) 休憩時間 正午から午後 1時まで 

3 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、あらかじめ日時を指定し

て始業及び終業の時刻並びに休憩時間を繰り上げ、又は繰り下げることがある。 

(1) 業務の都合により必要がある場合 

(2) 中学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員から申出があった場合で、業務の運

営に支障が生じないと認められるとき 

(3) 負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の障害により、2週間以上の期間にわたり常時介

護を必要とする状態(以下「要介護状態」という。)にある家族を介護する職員から申出が

あった場合で、業務の運営に支障が生じないと認められるとき 

4 学長は、業務上の都合により特別の勤務形態によって勤務する必要のある職員について、第

2項及び第 45 条の規定にかかわらず、第 1項の勤務時間の範囲内で、勤務時間、休憩時間及

び休日を変更して割り振ることができる。 

5 職員の勤務時間等に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(事業場外の勤務) 

第 39 条 職員が出張その他本学の業務を帯びて本学外で勤務する場合であって、勤務時間を算

定し難いときは、前条第 2項に規定する勤務時間を勤務したものとみなす。ただし、当該業

務を遂行するために勤務時間を超えて勤務することが必要となる場合においては、当該業務

に関しては、当該業務の遂行に通常必要とされる時間を勤務したものとみなす。 

(在宅勤務) 

第 39 条の 2 学長は、業務上支障がないと認められる場合又は災害時等における本学の事業継

続のために必要と認める場合は、職員に在宅勤務を命ずることができる。 
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2 職員の在宅勤務に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学における在宅勤務に

関する規則(令和 6年 3月 28 日制定)による。 

(時間外勤務等) 

第 40 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、第 38 条又は第 45 条の規定にかかわらず、

時間外勤務(所定勤務時間を超える勤務をいう。)、深夜勤務(午後 10 時から午前 5時までの

間の勤務をいう。)又は休日勤務(所定休日の勤務をいう。)(以下「時間外勤務等」という。)

を命ずることができる。 

2 学長は、前項の規定に基づき、時間外勤務等を命ずる場合には、職員の健康を害しないよう

に配慮するものとする。 

(災害時の勤務) 

第 41 条 学長は、災害その他避けることのできない事由によって、臨時の必要がある場合にお

いては、職員に時間外勤務等を命ずることができる。ただし、労基法第 33条第 1項又は同法

第 36 条第 1項の手続を必要とするものについては、その手続を行わなければならない。 

(宿日直勤務) 

第 42 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、勤務時間外又は休日に、職員に宿日直勤

務を命ずることができる。 

2 職員の宿日直に関し必要な事項は、別に定める熊本大学病院宿日直規則(平成 16 年 4 月 1 日

制定)による。 

(出勤) 

第 43 条 職員は、始業時刻までに出勤し、出勤後直ちに出勤簿に押印しなければならない。た

だし、出勤簿への押印については、職員の勤務状況が確認できるものとして学長が認めた方

法をもって代えることができる。 

(欠勤) 

第 44 条 職員が、休日、休暇による場合その他勤務しないことについて特に承認のあった場合

を除き、病気その他やむを得ない事由により欠勤するときは、あらかじめその事由及び予定

日数・時間数を記入した欠勤届を提出しなければならない。ただし、やむを得ない事由によ

り、あらかじめ提出できないときは、事後速やかにその理由を付して提出しなければならな

い。 

2 前項の提出を怠ったときは、無断欠勤として取り扱うものとする。 

第 2節 休日及び休暇 

(休日及び休日の振替) 

第 45 条 職員の休日は、次のとおりとする。 

(1) 土曜日及び日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に定める休日 

(3) 12 月 29 日から 1月 3日までの日(前号に定める休日を除く。) 

(4) その他学長が指定した日 
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2 学長は、前項に規定する休日について特に勤務することを命じた場合には、原則として土曜

日を起算日とした 1週間後の日までの期間にある勤務日を休日に変更して、その勤務するこ

とを命じた日に振り替えることができる。ただし、業務の都合上、土曜日を起算日とした１

週間後の日までの期間に振り替えることができない場合には、他の勤務日と休日を振り替え

ることができる。 

3 職員の休日及び休日の振替に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(有給休暇) 

第 46 条 職員の有給休暇は、年次有給休暇、病気有給休暇及び特別有給休暇とする。 

(年次有給休暇) 

第 47 条 年次有給休暇は、一の年度につき 20 日とする。ただし、新たに採用された職員は、2

0 日を限度として当該年度の在職期間に応じた日数とする。 

2 年次有給休暇(本項の規定により繰り越されたものを除く。)は、20 日を超えない範囲内の残

日数・時間数を限度として、当該年度の翌年度に繰り越すことができる。 

3 職員の年次有給休暇に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(病気有給休暇) 

第 48 条 病気有給休暇は、職員が負傷又は疾病による療養のため勤務しないことがやむを得な

いと認められる場合に取得することができる。 

2 生理日における勤務が著しく困難であると請求があった場合には、病気有給休暇として取り

扱うものとする。 

3 職員の病気有給休暇に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

(特別有給休暇) 

第 49 条 特別有給休暇は、職員が結婚、出産、親族の死亡その他の特別の事由により勤務しな

いことが相当と認められる場合に取得することができる。 

2 職員の特別有給休暇に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

第 3節 育児休業等 

(育児休業、育児短時間勤務又は育児時間) 

第 50 条 職員は、3歳(職員任期規則第 2条第 1号から第 3号までに規定する職員については、

2歳)に満たない子を養育するために必要があるときは、学長に申し出て育児休業をすること

ができる。 

2 職員は、中学校就学の始期に達するまでの子を養育するために必要があるときは、学長に申

し出て 1週間当たりの勤務時間を 19 時間 30 分から 25 時間までの範囲内で勤務すること(以

下「育児短時間勤務」という。)又は所定の勤務時間の一部について勤務しないこと(以下

「育児時間」という。)ができる。 

3 職員の育児休業、育児短時間勤務又は育児時間に関し必要な事項は、別に定める国立大学法

人熊本大学職員育児休業等に関する規則(平成 16年 4 月 1 日制定)による。 

(介護休業、介護短時間勤務又は介護時間) 
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第 51 条 職員は、要介護状態にある家族を介護するために必要があるときは、学長に申し出て

介護休業又は 1週間当たりの勤務時間を 19 時間 30 分から 25 時間までの範囲内で勤務するこ

と(以下「介護短時間勤務」という。)若しくは所定の勤務時間の一部について勤務しないこ

と(以下「介護時間」という。)ができる。 

2 職員の介護休業、介護短時間勤務又は介護時間に関し必要な事項は、別に定める国立大学法

人熊本大学職員介護休業等に関する規則(平成 16年 4 月 1 日制定)による。 

(大学院修学休業) 

第 52 条 主幹教諭、教諭、養護教諭及び栄養教諭で、教育職員免許法(昭和 24 年法律第 147

号)に規定する専修免許状の取得を目的とする者は、学長の許可を受けて、3年を超えない範

囲内で年を単位として定める期間、大学(短期大学を除く。)の大学院の課程若しくは専攻科

の課程又はこれらの課程に相当する外国の大学の課程に在学してその課程を履修するための

休業(以下「大学院修学休業」という。)をすることができる。 

2 職員の大学院修学休業に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学大学院修学休

業に関する規則(平成 16年 4 月 1 日制定)による。 

(自己啓発等休業) 

第 52 条の 2 職員は、自発的な大学等における修学又は国際貢献活動のための休業（以下「自

己啓発等休業」という。）をすることができる。 

2 職員の自己啓発等休業に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員自己啓発

等休業に関する規則(令和 6年 3月 28 日制定)による。 

第 7章 研修 

(研修) 

第 53 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、職員の研修の機会提供に努めるものとす

る。 

2 職員の研修に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員研修規則(平成 16 年

4 月 1 日制定)による。 

第 8章 人事評価 

(人事評価) 

第 53 条の 2 学長は、職員に対して職務遂行能力及び業績の評価(以下「人事評価」という。)

を実施する。 

2 職員の人事評価に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職員人事評価規則

(平成 19 年 3 月 26 日制定)による。 

第 9章 表彰及び懲戒 

第 1節 表彰 

(表彰) 

第 54 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、これを表彰する。 

(1) 永年勤続し、その勤務実績が優秀である場合 

(2) 特に他の職員の模範として推奨すべき実績があると認めた場合 
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2 前項に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学表彰規則(平成 16 年 4 月 1 日制

定)による。 

第 2節 懲戒等 

(懲戒の事由) 

第 55 条 学長は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、所定の手続を経た上で、懲戒

処分を行うことができる。 

(1) 第 30 条、第 31 条及び第 33 条から第 36 条までに規定する服務事項に違反した場合 

(2) 故意又は重大な過失により、本学に損害を与えた場合 

(3) 窃盗、横領、傷害等の刑法犯に該当する行為があった場合 

(4) 重大な経歴詐称をした場合 

(5) その他この規則及び附属する諸規則に違反した行為があった場合 

(懲戒の種類) 

第 56 条 懲戒の種類は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 戒告 責任を確認させ、将来を戒める。 

(2) 減給 給与の一部を減額する。ただし、その額は 1回の事案につき平均賃金の 1日分の

半額を超えないものとし、また、一賃金支払い期において複数の事案がある場合において

も、当該賃金支払い期における賃金総額の 10 分の 1を超えないものとする。 

(3) 停職 12 月を限度として出勤を停止し、職務に従事させず、その間の給与を支給しない。 

(4) 諭旨解雇 退職願の提出を勧告し、これに応じない場合には、30 日前に予告して、若し

くは 30 日以上の平均賃金を支払って解雇し、又は予告期間を設けないで即時に解雇する。 

(5) 懲戒解雇 即時に解雇し、退職手当は支給しない。この場合において、所轄労働基準監

督署長の認定を受けたときは、労基法第 20 条に規定する解雇予告手当を支給しない。 

2 職員の懲戒に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学懲戒規則(平成 16 年 4 月

1 日制定。以下「懲戒規則」という。)による。 

(訓告等) 

第 57 条 学長は、服務を厳正にし、規律を保持する必要がある場合には、職員に対して懲戒処

分によらず、文書等により訓告又は厳重注意(以下「訓告等」という。)を行うことができる。 

2 学長は、職務遂行上の行為又はこれに関連する行為に係る訓告等を行うに当たり、特に必要

と認めるときは、公表することができる。 

3 訓告等の公表については、懲戒規則第 6条第 2項の規定を準用する。この場合において、

「懲戒処分の量定」とあるのは「訓告等の種類」と、「被処分者」とあるのは「訓告等を受

ける者」と読み替えるものとする。 

(損害賠償) 

第 58 条 学長は、職員が故意又は過失により本学に損害を与えた場合は、その全部又は一部を

賠償させることができる。 

第 10 章 安全衛生 

(安全衛生) 
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第 59 条 職員の安全衛生及び健康診断に関し必要な事項は、別に定める職員安全衛生規則によ

る。 

(妊産婦職員の保護) 

第 60 条 学長は、妊娠中又は出産後 1年を経過しない職員(以下「妊産婦職員」という。)が請

求した場合は、時間外勤務等をさせてはならない。 

2 妊産婦職員の勤務制限に関し必要な事項は、別に定める職員勤務時間等規則による。 

第 11 章 出張及び旅費 

(出張) 

第 61 条 学長は、業務上必要があると認める場合は、職員に出張を命ずることができる。 

2 出張を命じられた職員が出張を終えたときは、速やかに報告書を提出しなければならない。 

3 職員が出張及び赴任を命ぜられた場合の旅費については、別に定める国立大学法人熊本大学

旅費規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 12 章 共済 

(共済) 

第 62 条 職員の共済は、国家公務員共済組合法(昭和 33 年法律第 128 号)の定めるところによ

る。 

第 13 章 保険及び災害補償 

(労働保険) 

第 63 条 学長は、職員が雇用保険法(昭和 49 年法律第 116 号)及び労働者災害補償保険法(昭和

22 年法律第 50 号)(以下「労災法」という。)の基準により、被保険者に該当するときは、直

ちに必要な手続を行わなければならない。 

(災害補償) 

第 64 条 職員が業務上又は通勤途上において、災害(負傷、疾病、障害又は死亡をいう。)を受

けた場合の災害補償、被災職員の社会復帰の促進並びに被災職員及びその遺族の援護を図る

ために必要な福祉事業に関しては、労基法及び労災法の定めるところによるもののほか、別

に定める国立大学法人熊本大学職員災害補償規則(平成 17 年 1 月 14 日制定)による。 

第 14 章 知的財産権 

(知的財産権) 

第 65 条 知的財産権に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学職務発明等規則

(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 15 章 苦情処理 

(苦情処理) 

第 66 条 この規則及び附属する諸規則の解釈並びに適用に関する疑義又は勤務時間、給与等労

働条件に関する職員の苦情を公正かつ適切に処理するため、本学に苦情処理制度を設ける。 

2 苦情処理等に関し必要な事項は、別に定める国立大学法人熊本大学苦情相談及び苦情処理に

関する規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)による。 

第 16 章 その他 
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(宿舎の利用) 

第 67 条 職員の宿舎の利用については、別に定める国立大学法人熊本大学職員宿舎規則(平成 1

6 年 4 月 1 日制定)による。 

(保育園の利用) 

第 68 条 職員は、別に定める国立大学法人熊本大学こばと保育園利用規則(平成 21 年 3 月 27

日制定)により、本学が設置する保育園を利用することができる。 

附 則 

(施行日) 

1 この規則は、平成 16年 4 月 1 日から施行する。 

(承認等の承継) 

2 この規則の施行日前に国家公務員法、人事院規則及びその他関係法令により発令及び承認を

受けていた職員が、国立大学法人法(平成 15 年法律第 112 号)附則第 4条の適用を受ける職員

となった場合の発令及び承認事項については、その効力を承継する。 

3 令和 5年 4月 1日から令和 13 年 3 月 31 日までの間における職員(教授、准教授、講師、助

教、助手及び労務職員を除く。)に対する第 21 条第 1項の規定の適用については、次の表の

左欄に掲げる期間の区分に応じ、同項中「65 年」とあるのはそれぞれ同表の右欄に掲げる字

句とする。 

令和 5年 4月 1日から令和 7年 3月 31 日まで 61 年 

令和 7年 4月 1日から令和 9年 3月 31 日まで 62 年 

令和 9年 4月 1日から令和 11 年 3 月 31 日まで 63 年 

令和 11 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日まで 64 年 

4 令和 5年 4月 1日から令和 13 年 3 月 31 日までの間における労務職員に対する第 21 条第 1

項の規定の適用については、次の表の左欄に掲げる期間の区分に応じ、同項中「65 年」とあ

るのはそれぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

令和 5年 4月 1日から令和 11 年 3 月 31 日まで 63 年 

令和 11 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日まで 64 年 

附 則(平成 17 年 1 月 14 日規則第 8号) 

この規則は、平成 17 年 1月 14 日から施行し、平成 16 年 4 月 1 日から適用する。 

附 則(平成 17 年 3 月 24 日規則第 64 号) 

この規則は、平成 17 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 17 年 11 月 24 日規則第 127 号) 

この規則は、平成 17 年 12 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 18 年 3 月 23 日規則第 75 号) 

この規則は、平成 18 年 4月 1 日から施行する。 

設置等の趣旨（本文）-59



附 則(平成 19 年 3 月 26 日規則第 85 号) 

この規則は、平成 19 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 3 月 6 日規則第 52 号) 

この規則は、平成 20 年 3月 6 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 3 月 28 日規則第 103 号) 

この規則は、平成 20 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 9 月 29 日規則第 241 号) 

この規則は、平成 20 年 9月 29 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 12 月 3 日規則第 264 号) 

この規則は、平成 20 年 12 月 3 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 1 月 28 日規則第 3号) 

この規則は、平成 21 年 2月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 3 月 27 日規則第 128 号) 

この規則は、平成 21 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 3 月 30 日規則第 46 号) 

この規則は、平成 22 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 3 月 24 日規則第 41 号) 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 26 年 3 月 27 日規則第 25 号) 

1 この規則は、平成 26年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規則施行の際現に国立大学法人熊本大学職員雇用規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 7条

及び第 8条の規定により任期を定めて採用されている教授、准教授、講師、助教及び助手(以

下「任期付教員」という。)のうち、この規則施行の日前に労働契約法(平成 19 年法律第 128

号)第 18 条第 1項に規定する通算契約期間が 5年を超えることとなったものに係る同項に規

定する期間の定めのない労働契約の申込みについては、その効力を有する。 

3 この規則の施行の日前に任期付教員として在職していた者のうち、平成 25 年 4 月 1 日以後

に労働契約が締結され、当該労働契約の任期中の業績審査により再採用可となったものにつ

いては、学長が教育研究上特に必要と認めるときは、改正後の第 7条の 2第 1項の規定を満

たしているものとみなすことができる。 

附 則(平成 27 年 9 月 24 日規則第 266 号) 
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この規則は、平成 27 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 4 月 28 日規則第 302 号) 

この規則は、平成 28 年 5月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 12 月 22 日規則第 455 号) 

この規則は、平成 29 年 1月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 6 月 22 日規則第 195 号) 

この規則は、平成 29 年 7月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 9 月 28 日規則第 220 号) 

この規則は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 10 月 26 日規則第 229 号) 

この規則は、平成 29 年 10 月 26 日から施行し、改正後の第 50 条第 1項の規定は、平成 29 年

10 月 1 日から適用する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 55 号) 

1 この規則は、平成 30年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規則施行の際現に第 14 条第 1項第 1号の事由による休職(以下「病気休職」という。)

中である者の改正後の第 17 条の適用については、当該病気休職から復職後の新たな病気休職

からとする。 

附 則(平成 31 年 3 月 28 日規則第 63 号) 

この規則は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(令和元年 12 月 26 日規則第 404 号) 

この規則は、令和 2年 1月 1日から施行する。 

附 則(令和 3年 3月 24 日規則第 55 号) 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 3月 24 日規則第 36 号) 

この規則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 23 日規則第 101 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 28 日規則第 162 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 
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附 則(令和 7年 3月 27 日規則第 51 号) 

1 この規則は、令和 7年 4月 1日から施行する。 

2 この規則による改正後の第 47 条第 2項の規定にかかわらず、令和 6年 1月 1日から令和 6

年 12 月 31 日までに付与された年次有給休暇にあっては令和 8年 3月 31 日まで、令和 7年 1

月 1日から令和 7年 3月 31 日までに付与された年次有給休暇にあっては令和 9年 3月 31 日

まで繰り越すことができるものとする。 

別表(第 11 条の 2関係) 

管理監督職等の職員区分、職種及び職名 

区分 
職員区

分 
職種 職名 

管理監督職 

教育職

員 

校長、園長、教諭(特別支援学校の小学部、中学部及び高等部の主

事に限る。)、教頭 

一般職

員 

事務職員 本部長、部長、課長、監査室長、高度専門員 

技術職員 

施設系技術職員 本部長、部長、課長 

教育研究系技術

職員 

技術専門員(研究開発戦略本部技術部門

長に限る。) 

図書職員 課長 

医療職

員 
看護職員 看護部長、副看護部長 

管理監督職に準

ずる職 

一般職

員 

事務職員 副課長、副監査室長、室長、主幹、専門員 

技術職員 施設系技術職員 副課長、室長 

図書職員 副課長、室長 

医療職

員 

医療技術

職員 

薬剤師 副薬剤部長、室長 

診療放射線技師 診療放射線技師長、副診療放射線技師長 

臨床検査技師 臨床検査技師長、副臨床検査技師長 

栄養士 栄養管理室長 
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○国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則 

(令和 3年 3月 24 日規則第 80 号) 

改正 令和 4年 3月 14 日規則第28 号 令和 5年 3月 20 日規則第72 号 

令和 6年 3月 27 日規則第144 号 令和 7年 3月 27 日規則第120 号
 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 10 条第 4

項の規定に基づき、国立大学法人熊本大学(以下「本学」という。)が教育研究水準の向上を

図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育及び研究並びに組織及

び運営の状況について自ら行う点検及び評価(以下「自己点検・評価」という。)に関し必要

な事項を定める。 

(自己点検・評価の領域) 

第 2 条 自己点検・評価の対象とする領域(以下「自己点検・評価領域」という。)は、別表の

左欄に掲げるとおりとする。 

(統括責任者) 

第 3 条 本学に、自己点検・評価統括責任者(以下「統括責任者」という。)を置き、学長をも

って充てる。 

2 統括責任者は、自己点検・評価に係る業務を統括する。 

(推進責任者) 

第 4 条 本学に、自己点検・評価推進責任者(以下「推進責任者」という。)を置き、別表の左

欄に掲げる自己点検・評価領域に応じ、別表の中欄に掲げる者をもって充てる。 

2 推進責任者は、自己点検・評価に関する業務を掌理する。 

(推進責任者による自己点検・評価等) 

第 5 条 推進責任者は、別表の右欄に掲げる会議又は委員会(以下「所掌会議等」という。)の

議を経て、評価項目を定めるものとする。 

2 推進責任者は、事業年度ごとに、前項の評価項目について、自己点検・評価を実施する。 

3 推進責任者は、前項の自己点検・評価を実施するに当たって、必要に応じて、学生、卒業生

若しくは修了生又は卒業生若しくは修了生の主な雇用者その他の関係者から意見を聴取する

ものとする。 

4 推進責任者は、第 2項の自己点検・評価の結果を国立大学法人熊本大学大学評価会議(以下

「大学評価会議」という。)に報告するものとする。 

5 推進責任者は、前項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項があると認めたときは、所

掌会議等の議を経て、改善計画を定め、大学評価会議に報告するとともに、改善を実施する

ものとする。 

6 推進責任者は、前項の改善の実施状況を、事業年度ごとに、大学評価会議に報告するものと

する。 

(大学評価会議による自己点検・評価等) 
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第 6条 大学評価会議は、前条第 4項の自己点検・評価の結果、同条第 5項の改善計画及び同

条第 6項の改善の実施状況(以下「推進責任者による自己点検・評価の結果等」という。)に

基づき、原則として 6事業年度ごとに、前条第 1項の評価項目について、自己点検・評価を

実施する。 

2 大学評価会議は、前項の自己点検・評価の結果を統括責任者に報告するものとする。 

(統括責任者による改善指示) 

第 7 条 統括責任者は、前条第 2項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項があると認め

たときは、推進責任者に改善計画の策定を指示するものとする。 

2 推進責任者は、前項の指示を受けた場合は、所掌会議等の議を経て、改善計画を定め、統括

責任者に報告するものとする。 

3 統括責任者は、前項の改善計画に基づき、推進責任者に改善を指示するものとする。 

4 推進責任者は、前項の指示に基づき、改善を実施するものとする。 

(外部評価の実施) 

第 8 条 統括責任者は、自己点検・評価の結果について、必要に応じて、本学の職員以外の者

による評価を受けるものとする。 

(公表) 

第 9 条 大学評価会議は、自己点検・評価の結果を、本学のホームページ等で公表するものと

する。 

(事務) 

第 10 条 自己点検・評価に関する事務は、経営企画本部において処理する。 

(雑則) 

第 11 条 この規則に定めるもののほか、自己点検・評価に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 3月 14 日規則第 28 号) 

この規則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 20 日規則第 72 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 144 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 7年 3月 27 日規則第 120 号) 

この規則は、令和 7年 4月 1日から施行する。 

別表(第 2条、第 4条、第 5条関係) 
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評価領域 推進責任者 所掌会議等 

教育 教育・学生支援担当の理事 
国立大学法人熊本大学教育会議カリキュラム評価委

員会 

施設管理 総務・財務・施設担当の理事 国立大学法人熊本大学施設・環境委員会 

設備(ICT) 
情報ガバナンスを所掌する副

学長 
国立大学法人熊本大学 ICT 戦略会議 

設備(図

書) 
附属図書館長 熊本大学附属図書館運営委員会 

学生支援 教育・学生支援担当の理事 熊本大学学生委員会 

入学者受

入 
入試・高大連携担当の副学長 熊本大学入学試験委員会 

研究 
研究・グローバル戦略担当の

理事 
国立大学法人熊本大学研究推進会議 

社会貢献 研究開発戦略本部長 熊本大学研究開発戦略本部運営委員会 

国際 グローバル推進機構長 熊本大学グローバル推進機構会議 

設置等の趣旨（本文）-90



○国立大学法人熊本大学大学評価会議規則 

(平成 19 年 3 月 22 日規則第 52 号) 

改正 平成 20 年 3 月 27 日規則第 80 号 平成 21 年 3 月 26 日規則第 61 号 

平成 21 年 12 月 24 日規則第 252 号 平成 22 年 9 月 30 日規則第 134 号

平成 23 年 3 月 24 日規則第 27 号 平成 25 年 4 月 1 日規則第63 号 

平成 28 年 3 月 31 日規則第 155 号 平成 29 年 3 月 31 日規則第 113 号

平成 30 年 3 月 22 日規則第 104 号 平成 31 年 3 月 29 日規則第 40 号 

令和 3年 3月 31 日規則第105 号 令和 3年 12 月 28 日規則第 230 号

令和 6年 3月 27 日規則第56 号 
 

(設置) 

第 1 条 国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「規則」という。)

第 29 条第 1項の規定に基づき、国立大学法人熊本大学に、国立大学法人熊本大学大学評価会

議(以下「大学評価会議」という。)を置く。 

(組織) 

第 2 条 大学評価会議は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 大学改革・評価担当の理事 

(2) 学長が指名する理事 2 人 

(3) 国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則(令和 3年 3月 24 日制定)第 4条に

規定する自己点検・評価推進責任者 

(4) 文学部、法学部、大学院人文社会科学研究部及び大学院社会文化科学教育部の副部局長

のうちから選出された者 3 人 

(5) 教育学部及び大学院教育学研究科の副部局長のうちから選出された者 1 人 

(6) 理学部、工学部、情報融合学環、大学院先端科学研究部及び大学院自然科学教育部の副

部局長のうちから選出された者 3 人 

(7) 医学部、薬学部、大学院生命科学研究部、大学院医学教育部、大学院保健学教育部及び

大学院薬学教育部の副部局長のうちから選出された者 4 人 

(8) 病院の副部局長 

(9) 経営企画本部長 

(10) その他学長が必要と認めた者 

2 前項第 10 号の委員は、学長が委嘱する。 

3 第 1 項第 10 号の委員の任期は学長が委嘱の都度定めるものとし、再任を妨げない。 

(任務) 

第 3 条 大学評価会議は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 自己点検・評価の基本方針及び具体的施策の策定に関すること。 

(2) 自己点検・評価の実施及び結果の公表に関すること。 

(3) 自己点検・評価の結果に基づく改善に関すること。 
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(4) 第三者評価への対応に関すること。 

(5) その他大学評価に関し議長が必要と認めた事項 

(議長) 

第 4 条 大学評価会議に、議長を置き、大学改革・評価担当の理事をもって充てる。 

2 議長は、大学評価会議を主宰する。 

3 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

(議事) 

第 5 条 大学評価会議は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。 

2 大学評価会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

(意見の聴取) 

第 6 条 議長は、必要があるときは、委員以外の者を大学評価会議に出席させ、意見を聴くこ

とができる。 

(委員会等) 

第 7 条 大学評価会議に、委員会及びワーキンググループを置くことができる。 

2 委員会及びワーキンググループに関し必要な事項は、別に定める。 

(事務) 

第 8 条 大学評価会議の事務は、経営企画本部において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この規則に定めるもののほか、大学評価会議の運営に関し必要な事項は、議長が別に

定める。 

附 則 

1 この規則は、平成 19年 4 月 1 日から施行する。 

2 国立大学法人熊本大学大学評価会議規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)及び国立大学法人熊本大

学大学評価本部規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)は、廃止する。 

附 則(平成 20 年 3 月 27 日規則第 80 号) 

この規則は、平成 20 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 3 月 26 日規則第 61 号) 

この規則は、平成 21 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 12 月 24 日規則第 252 号) 

この規則は、平成 22 年 1月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 9 月 30 日規則第 134 号) 
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この規則は、平成 22 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 3 月 24 日規則第 27 号) 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 25 年 4 月 1 日規則第 63 号) 

この規則は、平成 25 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 31 日規則第 155 号) 

この規則は、平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3 月 31 日規則第 113 号) 

この規則は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 104 号) 

この規則は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 31 年 3 月 29 日規則第 40 号) 

この規則は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(令和 3年 3月 31 日規則第 105 号) 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 3年 12 月 28 日規則第 230 号) 

この規則は、令和 4年 1月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 56 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 
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○熊本大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規則 

(平成 23 年 3 月 24 日規則第 34 号) 

改正 平成 23 年 3 月 28 日規則第 71 号 平成 23 年 7 月 28 日規則第 95 号 

平成 24 年 12 月 27 日規則第 129 号 平成 26 年 4 月 30 日規則第 59 号 

平成 28 年 3 月 31 日規則第 207 号 平成 28 年 5 月 31 日規則第 334 号

平成 29 年 3 月 31 日規則第 152 号 平成 30 年 3 月 22 日規則第 147 号

平成 30 年 4 月 26 日規則第 194 号 平成 31 年 3 月 28 日規則第 229 号

令和 5年 3月 23 日規則第129 号 令和 6年 3月 27 日規則第97 号 

令和 6年 4月 25 日規則第212 号 
 

(趣旨) 

第 1 条 熊本大学大学教育統括管理運営機構規則(平成 28 年 5 月 26 日制定)第 20 条第 2項の規

定に基づき、熊本大学ファカルティ・ディベロップメント委員会(以下「委員会」という。)

に関し、必要な事項を定める。 

(組織) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 大学教育統括管理運営機構副機構長(以下「副機構長」という。) 

(2) 大学教育統括管理運営機構教養教育実施本部長 

(3) 半導体・デジタル研究教育機構附属情報統括センター長 

(4) 各学部(医学部にあっては、医学科及び保健学科とする。以下同じ。)、情報融合学環、

大学院教育学研究科及び大学院各教育部のファカルティ・ディベロップメント(以下「ＦＤ」

という。)を担当する委員会等から選出された教員 各 1人 

(5) 大学教育統括管理運営機構から選出された教員 1 人 

(6) 半導体・デジタル研究教育機構総合情報学部門教授システム学分野から選出された教員

 1 人 

(7) 学生支援部教育支援課長 

(8) その他委員長が必要と認めた者 

2 前項第 4号の規定にかかわらず、特段の事由(学部等のＦＤを担当する教員が研究科等のＦ

Ｄについても担当する場合等をいう。)がある場合は、学部及び研究科又は学部及び教育部か

ら 1人を選出することができる。 

3 第 1 項第 4号の委員のうち情報融合学環から選出された者は、同項第 6号の委員を兼ねるこ

とができる。 

4 第 1 項第 1号及び第 2号の委員は、同項第 5号の委員を兼ねることができる。 

5 第 1 項第 4 号から第 6 号まで及び第 8 号の委員は、大学教育統括管理運営機構長が委嘱する。 

6 第 1 項第 4号から第 6号まで及び第 8号の委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。 

7 第 1 項第 4号から第 6号まで及び第 8号の委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、

前項の規定にかかわらず、前任者の残任期間とする。 

設置等の趣旨（本文）-94

資料19



(審議事項) 

第 3 条 委員会は、次に掲げる事項について、審議する。 

(1) 教育を中心とした全学的なＦＤの実施に関すること。 

(2) その他ＦＤの実施に関し委員長が必要と認めた事項 

(委員長等) 

第 4 条 委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

2 委員長は、副機構長をもって充てる。 

3 副委員長は、委員長が指名する。 

4 委員長は、委員会を主宰する。 

5 委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代行する。 

(議事) 

第 5 条 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決することができない。 

2 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

(意見の聴取) 

第 6 条 委員長は、必要があるときは、委員以外の者を委員会に出席させ、意見を聴くことが

できる。 

(専門委員会等) 

第 7 条 委員会に、専門的事項を調査審議するため、専門委員会及びワーキンググループを置

くことができる。 

(事務) 

第 8 条 委員会の事務は、学生支援部教育支援課において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定め

る。 

附 則 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 3 月 28 日規則第 71 号) 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 7 月 28 日規則第 95 号) 

この規則は、平成 23 年 8月 1 日から施行する。 

附 則(平成 24 年 12 月 27 日規則第 129 号) 

1 この規則は、平成 25年 4 月 1 日から施行する。 
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2 熊本大学教養教育機構運営委員会教養教育ＦＤ委員会細則(平成 23 年 8 月 1 日制定)は、廃

止する。 

附 則(平成 26 年 4 月 30 日規則第 59 号) 

この規則は、平成 26 年 5月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 31 日規則第 207 号) 

この規則は、平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 5 月 31 日規則第 334 号) 

1 この規則は、平成 28年 6 月 1 日から施行する。 

2 この規則施行後、最初に委嘱される第 2条第 1項第 4号から第 6号まで及び第 8号の委員の

任期は、同条第 4項の規定に関わらず、平成 30年 3 月 31 日までとする。 

3 この規則施行後、平成 28 年 9 月 30 日までの間における委員長は、第 4条第 2項の規定に関

わらず、この規則施行の日の前日に委員長であった者とする。 

附 則(平成 29 年 3 月 31 日規則第 152 号) 

この規則は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 147 号) 

この規則は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 4 月 26 日規則第 194 号) 

この規則は、平成 30 年 5月 1 日から施行する。 

附 則(平成 31 年 3 月 28 日規則第 229 号) 

この規則は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 23 日規則第 129 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 97 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 4月 25 日規則第 212 号) 

この規則は、令和 6年 4月 25 日から施行する。 
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https://uc-student.jp/kumamoto-u/       （2018 年 1 月～） 

いつでもどこでも求人の閲覧やエントリー、就職情報をチェックできる！ 

熊本大学学生支援部就職支援課 TEL: 342-2117 E-mail: gas-syuki@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

お問合せ 詳しい使い方は 

裏面を CHECK! 

さあ、今すぐ
アクセス！！ 
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求人票・企業を探す 

エントリー可能な企業 

アクセスの多い求人 

マイページ 

 
 
トップ画面を下にスクロールすると、
各種検索ボタン、大学からのお知らせ
や求人に関する情報が表示されます。 

各カテゴリー 

熊本大学・キャリア支援課からのお
知らせ 

 
就職や進学など、進路が決定したら              

 

      で報告を！ 
熊大ポータルにある「進路決定報告システム」から報告をお
願いします。 

※学内 LAN 内のパソコン（図書館、キャリア支援課、各
研究室）を使用の上、熊大 ID でログインした場合のみ、
入力可能です。 

就職（企業就職、教職、公務員）のみならず、進学など卒業

後の進路を全員が必ず登録することになっています。

最終的な進路が決定したら速やかに登録して下さい。 

進路決定報告システム 

 
 
大学からの就職支援に関する最新情報
等が表示されます。 

学校からのお知らせ 

 
 
学内で開催される就活関連イベントの
詳細を確認し、予約をすることができ

ます。 

ガイダンス 

 
 
キャリア支援課の就職相談員が、進路

に関する相談やエントリーシートの添
削、面接練習等をしてくれます。１コ
マ５０分枠で、２週間先までの予約が
可能です。 
（相談員２名、午後４コマで実施） 

キャリア相談予約 

【各種問合せや相談は・・】 

学生支援部就職支援課 

黒髪北地区 全学教育棟 C 棟１階 

電話 096-342-2117・2120 

 

 

 

 

 

 

 

スマートフォンでＯＲコードを読み込む または 次の手順で、KUMA★NAVI ホームページへアクセス 

熊本大学 ID、パスワードを入れてログイン 

KUMA★NAVI を活用しよう！ 

重要 

KUMA★NAVI 

QR コード→ 
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